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令和８年第２回新十津川町議会定例会 

 

                           令和８年６月10日（水曜日） 

                                                午前10時開会 

 

◎議事日程（第１号） 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 議会運営委員長報告 

 第３ 会期の決定 

 第４ 諸般の報告 

    １）事務報告 

    ２）閉会中における委員会所管事務調査（審査）報告 

    ３）例月現金出納検査結果報告 

 第５ 委員会への付託の報告 

 第６ 行政報告 

 第７ 教育行政報告 

 第８ 報告第１号 令和７年度新十津川町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につい 

          て 

 第９ 報告第２号 令和７年度新十津川町下水道事業会計予算繰越計算書の報告につい 

          て 

 第10 報告第３号 株式会社新十津川総合振興公社の経営状況の報告について 

 第11 報告第４号 一般財団法人ピンネ農業公社の経営状況の報告について 

 第12 議案第27号 新十津川町国民健康保険税条例の一部改正について 

（内容説明まで） 

 第13 議案第28号 新十津川町下水道条例の一部改正について 

（内容説明まで） 

 第14 一般質問 

 第15 議案第29号 令和８年度新十津川町一般会計補正予算（第２号） 

（内容説明まで） 

 第16 議案第30号 令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

（内容説明まで） 

 第17 議案第31号 工事請負契約の締結について 

（提案理由、内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第18 議案第32号 工事請負契約の締結について 

（提案理由、内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第19 議案第33号 工事請負契約の締結について 

（提案理由、内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第20 議案第34号 工事請負契約の締結について 

（提案理由、内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第21 議案第35号 財産の取得について 
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（提案理由、内容説明、質疑、討論及び採決） 

 

 

◎出席議員（10名） 

    １番 村 上 敏 晃 君    ２番 工 藤   健 君 

    ３番 深 瀬 美奈子 君    ４番 三 師 優 美 君 

    ５番 大 畠 光 敬 君    ７番 杉 本 初 美 君 

    ８番 鈴 井 康 裕 君    ９番 樋 坂 里 子 君 

    10番 西 内 陽 美 君    11番 小 玉 博 崇 君 

 

 

◎欠席議員（０名） 

 

 

◎地方自治法第121条により出席した者の職氏名 

    町長         谷 口 秀 樹 君 

    副町長        寺 田 佳 正 君 

    教育長        久保田 純 史 君 

    代表監査委員     岩 井 良 道 君 

    監査委員       奥 芝 理 郎 君 

    総務課長       久保田 篤 司 君 

    住民課長       佐 藤 武 久 君 

    保健福祉課長     窪 田 謙 治 君 

    産業振興課長兼 

    農業委員会事務局長  鎌 田 章 宏 君 

    建設課長       千 石 哲 也 君 

    会計管理者      平 川 宏 之 君 

    教育委員会事務局長  小 松 敬 典 君 

 

 

◎職務のために出席した者の職氏名 

    議会事務局長     坂 下 佳 則 君 
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     ◎町民憲章朗誦 

○議長（小玉博崇君） 皆さん、おはようございます。 

 開会に先立ち、町民憲章を朗誦いたします。 

 皆さん、ご起立ください。 

〔全員起立〕 

○議長（小玉博崇君） 私が町民憲章と申し上げますので、引き続き、朗誦してください。 

 町民憲章。 

〔町民憲章朗誦〕 

○議長（小玉博崇君） ご着席ください。 

                                       

     ◎開会の宣告 

○議長（小玉博崇君） ただいまから、令和８年第２回新十津川町議会定例会を開会いた

します。 

（午前10時00分） 

                                       

     ◎開議の宣告 

○議長（小玉博崇君） ただいま出席している議員は、10名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

                                       

     ◎議事日程の報告 

○議長（小玉博崇君） 本日の議事日程は、お手元に配付してあります日程表に基づき、

順を追って進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

     ◎会議録署名議員の指名 

○議長（小玉博崇君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、新十津川町議会会議規則第127条の規定により、９番、樋坂里子議

員。10番、西内陽美議員。両議員を指名いたします。 

                                       

     ◎議会運営委員長報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第２、議会運営委員長報告を行います。 

 報告を求めます。 

 鈴井議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 鈴井康裕議員登壇〕 

○議会運営委員長（鈴井康裕君） 皆さん、おはようございます。議長の指示がございま

したので、議会運営委員会からの報告をいたします 

 日時、場所、出席者については、記載のとおりでございます。説明員として、寺田副町

長、久保田総務課長にお越し願いました。 

 ５番、協議結果でございます。 

 （１）付議案件は、報告４件、条例の一部改正２件、令和８年度会計補正予算２件、工
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事請負契約の締結４件、財産の取得１件、人事案件17件、諮問２件の計32件である旨、総

務課長から説明を受けております。 

 （２）令和８年第２回町議会定例会の会期は、６月10日水曜日から６月12日金曜日まで

の３日間としたい。 

 （３）日程については、裏面の記載のとおり執り進めたいということです。 

 （４）一般質問の通告は、２人から２件を受理しております。 

 （５）請願、陳情等の受理状況については、６月５日現在、陳情２件を受理している旨、

議会事務局長から報告を受けております。陳情１件を所管の委員会に付託することにいた

しました。 

 以上で、議会運営委員会からの報告を終了します。 

○議長（小玉博崇君） 議会運営委員長の報告が終わりました。 

                                       

     ◎会期の決定 

○議長（小玉博崇君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今定例会の会期は、今ほどの議会運営委員長報告のとおり、本日から６月12日までの３

日間としたいと思いますが、これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から６月12日までの３日間に決定いたしました。 

                                       

     ◎諸般の報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第４、諸般の報告を行います。 

 １番の事務報告、２番の閉会中における委員会所管事務調査報告、３番の例月現金出納

検査結果報告につきましては、お手元に配付のとおりでございます。 

 これをもちまして、日程第４、諸般の報告を終わり、すべて報告済みといたします。 

                                       

     ◎委員会への付託の報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第５、委員会への付託の報告を行います。 

 請願及び陳情等の委員会付託について、私からご報告いたします。 

 本日までに受領した請願及び陳情等につきましては、お手元に配付した陳情等文書表の

とおり、所管の委員会に付託しましたので報告をいたします。 

                                       

     ◎行政報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第６、行政報告を行います。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 改めまして、おはようございます。議長のお許しをいただきまし

たので、令和８年第１回議会定例会以降における行政報告を申し上げます。 

 まず初めに、総務課関係から申し上げます。 
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 表彰。 

 ５月27日、ご尊父様の生前のお礼として町に多額のご寄附をいただきました山崎正賀様

に、新十津川町表彰条例に基づき感謝状を贈呈いたしました。 

 次に、使用料・手数料の見直しです。 

 ４月14日、農村環境改善センターにおいて、使用料・手数料の見直しに係る住民説明会

を開催し、58人が参加いたしました。 

 次に、鈴木直道北海道知事来町。 

 ４月13日に鈴木直道北海道知事が「なおみちカフェ」で来町されました。ドローンプロ

ジェクトの説明ののち、庁舎屋上に設置したドローンポートのヒグマ対策等への活用など

について懇談をいたしました。 

 次に、２ページです。 

 定住促進事業です。 

 定住促進対策事業の令和７年度実績は、新築住宅19件、中古住宅10件の取得に対する申

請があり、世帯人数にすると94人が本制度で定住したことになり、うち中学生以下のお子

さんが31人でした。 

 町内に親が居住する場合の奨励金加算は16件、再エネ加算は８件でした。 

 なお、定住された94人のうち、 町外からの転入者は27人、うち中学生以下のお子さん

は９人でした。 

 続いて、まちづくり懇談会。 

 町民の皆さまと直接、意見交換をさせていただく、まちづくり懇談会を５月20日に高齢

者世代、６月１日に青年世代・町民ＷＥＢの皆さまを対象に開催いたしました。まちづく

り懇談会は、７月17日までの間、行政区や町内の団体、子育て世代などを対象に、全９回

実施いたします。 

 次のページをお開きください。 

 物価高騰生活支援事業。 

 物価高騰対策支援の一環として、対象者6,110人分に対し、今年９月末まで利用できる

とくとっぷポイント１万円分が入った特製カードを４月24日までに発送いたしました。 

 ５月31日までの利用実績は3,798万3,587ポイントで、配付ポイント全体の約62パーセン

トが利用されております。 

 次に、会計課についてご報告申し上げます。 

 令和７年度会計閉鎖。 

 令和７年度各会計につきまして、５月末日に会計閉鎖をしました。一般会計の歳入総額

は84億8,107万2,001円、歳出総額は82億2,458万6,460円、歳入歳出差引額は２億5,648万

5,541円となりました。 

 繰越明許費の一般財源と既収入特定財源分1,427万９千円を差し引き、実質収支額２億

4,220万6,541円のうち１億2,220万6,541円を地方自治法第233条の２の規定により、財政

調整基金に積み立て、１億2,000万円を令和８年度に繰り越しました。これにより全基金

の現在高は74億7,991万1,026円となりました。 

 また、町税及び公営住宅使用料に収入未済額があり、合計で423万4,585円となりました。 

 次に、住民課関係についてご報告申し上げます。 
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 人口動態です。 

 ５月31日現在の人口動態は、人口が6,098人で、前年同期と比べ70人の減少、世帯数は

2,948世帯で、前年同期と比べ２世帯の減少となりました。 

 65歳以上の高齢者数をみますと、2,460人と前年同期と比べ７人増加し、高齢化率は

40.3パーセントで前年同期と比べ0.5ポイントの増加となりました。 

 人口移動が最も多い３月１日から５月31日までの人口動態では、転入が63人、転出が78

人であり、出生３人、死亡15人と合わせた単純増減では27人の減少となりました。 

 次、６ページをお開きください。下段でございます。 

 環境衛生・塵芥処理。 

 春の町内一斉清掃実施事業は、５月31日現在で行政区、老人クラブ、事業者等で賛同い

ただいた延べ20団体が実施し、道路や河川などの環境美化に取り組んでいただきました。 

 中段飛ばしまして、令和７年度の一般廃棄物の処理量は、可燃ごみ908トン、不燃ごみ

67トン、生ごみ359トン、粗大ごみ130トン、資源ごみ351トンでした。 

 次に、町税等です。 

 町税等の令和７年度課税分の収納状況につきまして、町税５税合計の収納率は99.97

パーセントで、前年同期と比べ0.05ポイント、金額にして１億5,510万6,426円の増加とな

りました。滞納繰越分については20.99パーセントで、前年同期と比べ7.72ポイント、金

額にして30万610円の減少となりました。 

 中段飛ばしまして、国民健康保険税は99.92パーセントで、前年同期と比べ0.01ポイン

トの減少、金額にして5,745万8,500円の増加となりました。滞納繰越分については17.16

パーセントで、前年同期と比べ8.83ポイント、金額にして１万100円の減少となりました。 

 後期高齢者医療保険料は、前年度と同様に100パーセントとなりました。 

 次に、保健福祉課関係についてご報告申し上げます。 

 まず、保育園です。 

 ５月31日現在の新十津川保育園の入園児童数は、０歳児５人、１歳児18人、２歳児13人、

３歳児19人、４歳児24人、５歳児28人の計107人となっております。 

 ３月１日から５月31日までの間において、一時保育の利用はありませんでした。また、

延長保育は10人、広域入所は１人の利用がありました。 

 次に、認定こども園です。 

 ５月31日現在の認定こども園新十津川幼稚園の保育認定児童数は、０歳児０人、１歳児

６人、２歳児７人、３歳児５人、４歳児10人、５歳児６人の計34人となっております。 

 次に、９ページをお開きください。 

 放課後児童クラブでございます。 

 令和７年度の放課後児童クラブの利用実績は、登録児童数66人、年間開館日数が286日、

延べ利用者数は7,544人で、前年比890人の増加となりました。１日平均では26.4人の利用

がありました。 

 令和８年度当初の登録児童数は76人で、５月31日現在の登録児童数も76人となっており

ます。５月31日までの利用状況は、開館日数が47日、延べ利用者数は1,733人、１日平均

利用者数は36.9人で、前年同期と比べ211人の増加となっております。 

 次に、子育て支援センターです。 
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 令和７年度の子育て支援センターの利用実績は、年間開所日数が239日、延べ利用者数

は3,498人で、前年比23人の減少となりました。託児サービスの利用は44回57人でした。 

 令和８年度の５月31日までの利用状況は、開所日数が39日、延べ利用者数は704人で、

前年同期と比べ200人の増加となりました。 

 生後６か月から５歳までの未就園児を一時的に預かる「ちょっとステイ」を、子育てボ

ランティア「だっこの会」の協力を得て実施し、令和７年度は、延べ利用申込み26件に対

し、24件の利用がありました。 

 次のページをお願いします。 

 こども家庭センターです。 

 こども家庭センターは、妊娠・出産から18歳の子育て期まで、すべての子ども、妊産婦、

子育て家庭のための総合相談窓口として４月１日に開設いたしました。 

 ４月１日から５月31日までの利用状況は、開設日数39日、延べ利用者数は301人でした。

子育て相談会の実績は、５月に２件の相談がありました。また、情報共有・支援検討連絡

会を５回開催し、関係機関の連携強化に努めたところです。 

 次に、家事たすくエール事業です。 

 妊婦の方や１歳になるまでの子育て世帯が安心して出産・育児ができるよう、家事支援

サービスの利用の一部を助成する「家事たすくエール事業」を４月１日から開始し、５月

31日現在、３世帯の申請がありました。 

 次に、こども誰でも通園制度です。 

 家庭とは異なる経験などを通じて子どもの育ちを支援するとともに、保護者の多様な働

き方やライフスタイルに拘わらない形での育児支援ができるよう、こども誰でも通園制度

を４月１日から開始いたしました。 

 ４月１日から５月31日までの期間で、町内や滝川市の保育施設において２人の通園、10

時間の利用がありました。 

 次のページをお願いします。 

 社会福祉施設等に対する物価高騰対策事業です。 

 物価高騰対策支援の一環として、運営経費が増嵩している社会福祉施設等の負担軽減を

図るため、14法人に計1,236万8,500円を交付いたしました。 

 次、13ページをお開きください。 

 産業振興課関係についてご報告申し上げます。 

 水稲。 

 水稲の作付け予定面積は3,587.2ヘクタールとなっております。そのうち、主食用米に

つきましては3,413.4ヘクタールの作付け予定となっております。 

 令和８年産米生産の目安は3,457.5ヘクタールで、希望どおりの作付けができる状況と

なっております。 

 ５月７日に始まった町内の田植えは、順調に作業が進み、無事終了いたしました。 

 次に、スマート農業でございます。 

 スマート農業機械の購入を支援する農業推進支援事業の令和７年度の実績は、自動操舵

補助システム65台、自動運転機能付き機械３台でした。 

 次に、オーガニックビレッジ宣言です。 
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 環境問題への関心や消費者の安全志向の高まりから、有機農業などの環境に配慮した農

業への取り組みが求められています。町内においても関心が高まってきていることから、

有機農業を農業経営の選択肢として取り組みやすい環境づくりを目指し、有機農業の技術

普及や消費者への啓発など生産から消費までを一貫して、地域ぐるみで推進していくこと

を市町村の長が宣言する「オーガニックビレッジ宣言」を４月30日に行ったところでござ

います。 

 次のページで、ヒグマ対策です。 

 ヒグマの目撃状況は５月31日現在で２件となっており、４月27日から、森林と農地の中

間５か所にヒグマ用の箱ワナを設置しております。また、河川敷にはクマよけ装置を設置

し、市街地へのヒグマの侵入を防止する措置を行っております。 

 次に、商店街花いっぱい運動でございます。 

 ５月18日に、中央地区商店街振興組合と菊水区寿会など28人の参加協力を得て、国道

275号沿い街路樹ます24か所にマリーゴールド、サルビア合わせて720本の植栽を行いまし

た。 

 次のページをお願いします。16ページです。 

 しんとつかわ桜マルシェです。 

 観光協会のミニイベント開催支援事業による補助を受け、しんとつかわ桜マルシェ実行

委員会が、５月４日と５日の２日間、ふるさと公園大屋根テラス及びその周辺でしんとつ

かわ桜マルシェを開催いたしました。 

 計16店舗の屋台やキッチンカーが出店し、２日間で700人の来場者がありました。 

 最後に建設課関係について申し上げます。17ページです。 

 水道基本料金免除事業・水道不使用世帯等生活支援事業です。 

 物価高騰対策支援の一環として、４月検針分から来年１月検針分までの10か月分の水道

基本料金を、一部の官公庁施設を除き免除しております。４月分の実績は、家事用2,373

件、業務用135件で、免除額は643万9,896円となっております。 

 また、地下水のみで水道を使用していない世帯や事業所に対して、とくとっぷカードに

１万ポイントを付与しております。５月31日現在で対象数131のうち、94の世帯及び事業

所からの申請があり、申請率は71.8パーセントとなっております。 

 最後に、その他関連事業として、徳富川ラブリバー推進協議会主催による、石狩徳富河

川緑地の花植え事業が５月22日に実施され、10団体110人の参加をいただき、潤いのある

水辺空間の創出が図られたところでございます。 

 以上をもちまして、行政報告とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 以上をもちまして、行政報告を終わります。 

                                       

     ◎教育行政報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第７、教育行政報告を行います。 

 教育長。 

〔教育長 久保田純史君登壇〕 

○教育長（久保田純史君） おはようございます。議長のご指示をいただきましたので、

令和８年第１回町議会定例会以降における教育行政報告を申し上げます。 
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 最初に、教育委員会関係でありますが、定例会を３回開催しております。 

 ３月19日の議案第２号、新十津川町生涯学習人材バンクの取扱いに関する規程を廃止す

る訓令についてですが、生涯学習人材バンクは、知識や技能を持つ方を講師として登録し、

町民の方から要望があった場合に、教育委員会で講師を紹介することになっていますが、

近年ＳＮＳによる調べ物などの影響により、この５年間ほど利用実績がなく、また、教育

委員会に相談があった場合には、人材バンクがなくても要望に応じて紹介する体制として

いることから、昨年12月開催の社会教育委員の会にも諮り、令和８年４月１日から廃止す

ることを議決いただきました。 

 次に、４月27日の報告第11号、令和７年度滝川市学校適応指導教室利用状況後期分につ

いてですが、令和７年10月から令和８年３月までの後期におけるふれあいルームの利用状

況は、小中学校児童生徒３人が延べ６日利用いたしました。 

 次に、５月26日の報告第19号、小中学校児童生徒の不登校の状況についてですが、令和

７年度の不登校者は小学校が７人で2.04パーセント、中学校は９人で6.29パーセントとな

りました。 

 なお、年度が替わり、令和８年４月末現在の状況は、小学校は１人で0.3パーセント、

中学校は６人で4.29パーセントと減少しています。 

 ２ページをお開きいただき、小中学校関係で、６月１日現在の在籍児童、生徒数ですが、

小学校は333人で前年対比８人減、中学校は140人で前年対比４人減、合計473人で前年対

比12人減となっております。 

 また、普通学級は小学校、中学校とも１学年２クラスで、小学校12学級、中学校６学級

の合計18学級。特別支援学級につきましては、小学校は７学級で変更がなく、中学校は病

弱・身体虚弱学級が対象生徒の転校により廃止となり、１減となりました。教職員数は小

学校44人で前年対比１人増、中学校におきましては25人で前年対比１人減となりました。 

 なお、今年度新十津川中学校に主幹教諭を１人配置いたしました。 

 次に、入学関係ですが、４月７日に午前中に小学入学式を、午後から中学校の入学式を

挙行いたしました。小学校は新入学児童数44人で前年対比７人減、中学校は新入学生徒50

人で前年対比７人の増となりました。 

 小学校行事ですが、４月９日及び５月８日に樺戸４校学びの共創キャンパス協議を関係

する学校を対象に行いました。これは、今年度からの取組として、空知教育局との協議に

基づき、新十津川小学校、新十津川中学校、浦臼小学校、浦臼中学校の４校が共に連携し、

管理職のリーダーシップにより、ＩＣＴの活用などにより、授業改善を行い、学校組織全

体で教育水準を維持・向上させ、空知管内の先駆的な「樺戸モデル」地域と位置づけ、学

校経営の成功事例を造る取組であります。 

 次に、４月27日には、通級指導教室を開設し、利用児童16人が週１時間程度、担当教諭

から個別授業を受けております。 

 ５月22日ですが、「こどもまんなか」学び創出事業定例ミーティングを空知教育局、新

十津川小学校、教育委員会で行いました。ミーティングは、２か月に１回程度開催するも

のでありますが、この事業につきましては、北海道教育委員会における令和８年度から新

規事業で、「こどもまんなか」の理念に基づき、次期学習指導要領に向けた基本的な考え

方を踏まえながら、多様な児童・生徒一人ひとりの声や意見を生かし、学びへの興味・関
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心や主体性・協働性などを育む、教育実践を推進する学校に学びファシリテーター教員を

配置し、授業実践モデルを創出する事業でありまして、全道で新十津川小学校を含め、24

の小学校が実践校として選定され、この他中学校10校、高校６校で計40校が令和８年度と

９年度の２か年間取り組みます。 

 次に、５月31日に大運動会を行いました。悪天候のため当初予定の30日を延期して開催

し、児童は最後まで諦めず、出場種目に全力で取り組みました。 

 ６月４日に、農業高校との連携事業として、３年生が農高の実習畑でサツマイモの苗植

えを、５年生が実習田で高校生から田植えを学びました。 

 中学校行事ですが、５月１日に中高連携事業として、初めての試みとして、農業高校の

小西教諭が中学校へ出向き、２年生を対象に「作物を育てる上で、気を付けること」を

テーマに乗入授業を行いました。 

 ５月13日から15日までの間、３年生が修学旅行で宮城県気仙沼市東日本大震災伝承館で

の震災学習や、岩手県の中尊寺に出向き歴史を学びました。 

 ５月27日に母村の中学３年生12人、校長、教職員４人の計16人が修学旅行で来町され、

中学校体育館で両校３年生による学校紹介及び校歌の披露、母村の大踊りなどを一緒に踊

る交流を行いました。また、役場庁舎や開拓記念館など町内施設見学を行ったのち、本町

の無形文化財獅子神楽について保存会の方より学びました。 

 次に、５月29日に体育大会が行なわれ、男子３年生100メートルで、竹村迦恩さんが新

記録を出しました。 

 ＧＩＧＡスクールアドバイザーですが、これは今年度の新規事業でありまして、文部科

学省学校ＤＸ戦略アドバイザー、菅野光明氏が毎週１回を基本に、４月に４回、５月に４

回、新十津川小学校と新十津川中学校に来校し、授業での工夫や校務の効率化の方法につ

いて指導していただきました。 

 ４ページをお開きいただき、農業高校関係ですが、４月９日に入学式が行われ、40人が

入学いたしました。前年対比８人増となりました。うち新中出身者は５人であります。 

 ５ページに移りまして、社会教育関係でございますが、６月１日に社会教育委員の会を

開催し、役員の改選期でございまして、委員長に奥芝彰子氏、副委員長に川野名秀氏が再

選されました。 

 ６ページをお開きいただき、６月４日に新十津川中学校体育館におきまして、少年の主

張空知地区予選会を全校の国語の学習を兼ねて行われました。１次選考を経て２次選考に

進んだ２、３年生の代表７人による発表が行われ、最優秀賞には、演題「感謝を込めて」

を発表された３年生、松頭里桜さんが選ばれ、７月16日に空知総合振興局で開催される少

年の主張、空知地区大会に出場いたします。 

 ９ページに移りまして、ふるさと公園体育施設ですが、サンウッドパークゴルフ場は

オープンを２日繰り上げて４月27日に、その他の施設も29日にオープンいたしました。 

 また、アートの森かぜのびも２日繰り上げて４月29日に、さらに開拓記念館は、通常通

り５月１日にそれぞれオープンいたしました。 

 10ページをお開きいただき、ふるさと学園大学の入学式を５月12日に挙行し、130人が

入学し、当日は109人が出席いたしました。６月１日現在の学生数は133人となり、前年度

入学者と比較いたしますと13人増となっています。 
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 次に、ゆめりあ部会ですが、前年度末をもって、コーラス部会と木工苦楽部の２部会が

高齢化による退会者が増え、部会を存続できないため解散されました。今年度は６部会で

会員100人により活動されています。 

 次に、12ページをお開きいただき、図書館関係でございますけれども、図書配本ですが、

今年度から新規に空知中央病院のびのび保育園に71冊配本いたしました。また、新十津川

幼稚園につきましても、令和７年度の後期より配本し、今年度も継続を行いまして300冊

配本し、幼児にほんと親しんでいただく取組を行っております。 

 以上をもちまして、教育行政報告とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 以上をもちまして、教育行政報告を終わります。 

                                       

     ◎日程の変更 

○議長（小玉博崇君） お諮りいたします。 

 日程の順序を変更し、日程第８、一般質問を午後１時から行うこととして、午前中は日

程第９以後を先に審議したいと思います。 

 これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程の順序を変更し、日程第８、一般質問を午後１時から行うこととして、

午前中は日程第９以後を先に審議することに決定いたしました。 

                                       

◎報告第１号の上程、報告、説明及び質疑 

〇議長（小玉博崇君） 日程第８、報告第１号、令和７年度新十津川町一般会計繰越明許

費繰越計算書の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました報告第１号、令和７年度新十津川

町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について。 

 令和７年度新十津川町一般会計予算は、地方自治法施行令第146条第１項の規定に基づ

き、別紙のとおり翌年度に繰り越したので、同条第２項の規定により報告するものでござ

います。 

 なお、内容につきましては総務課長から申し上げますので、ご承認賜りますようよろし

くお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 報告を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

〔総務課長 久保田篤司君登壇〕 

○総務課長（久保田篤司君） ただいま上程いただきました報告第１号、令和７年度新十

津川町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について、内容の説明を申し上げます。 

 本件につきましては、令和７年度一般会計予算において繰越明許費の議決をいただいた
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ものについて、令和８年度に繰り越しましたので、その報告をさせていただくものでござ

います。 

 議案３ページをご覧ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、物価高騰生活支援事業。金額、翌年度繰越額ともに

6,303万６千円で、財源の内訳は、国道支出金5,413万７千円、一般財源889万９千円です。 

 令和８年４月から住民１人当たり１万円分のとくとっぷポイントのカードを配付する経

費となっている事業でございます。 

 ３款民生費、２項児童福祉費、物価高対応子育て応援手当支給事業。金額323万円。翌

年度繰越額197万２千円。財源の内訳は、国道支出金197万円、一般財源２千円です。 

 令和８年３月31日までの18歳未満の子のいる方に２万円を支給する経費でございます。 

 ８款土木費、２項道路橋りょう費、道路整備事業。金額、翌年度繰越額ともに4,800万

円。財源の内訳は、町債4,790万円、一般財源10万円です。 

 繰越の内容は、西１線南７号線から８号線の道路改修工事費となります。 

 次に、８款土木費、５項住宅費、公営住宅建設事業は、金額、翌年度繰越額ともに509

万８千円。財源の内訳は、既収入特定財源、一般財源ともに254万９千円です。 

 繰越の内容は、さくら団地の公営住宅解体に係る経費となります。 

 次に、９款消防費、１項消防費、農業用排水施設管理事業は、金額、翌年度繰越額とも

に1,860万円。財源の内訳は、国道支出金1,276万５千円、町債570万円、一般財源13万５

千円です。 

 繰越の内容は、排水機場のポンプ分解整備、建屋修繕費となります。 

 同じく、防災無線管理事業は、金額553万３千円、翌年度繰越額544万５千円。財源の内

訳は、町債540万円、一般財源４万５千円です。 

 繰越の内容は、Ｊアラートシステムの更改に伴う受信機器の更新となります。 

 合計いたしまして、金額１億4,349万７千円、翌年度繰越額１億4,215万１千円。財源の

内訳は、既収入特定財源254万９千円、未収入特定財源は、国道支出金6,887万２千円、町

債5,900万円、一般財源1,173万円でございます。 

 以上、令和７年度一般会計繰越明許費繰越計算書の内容を申し上げました。よろしくご

審議いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 内容の説明を終わります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 以上で、報告第１号、令和７年度新十津川町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いてを終わり、報告済みといたします。 

                                       

     ◎報告第２号の上程、報告、説明及び質疑 

〇議長（小玉博崇君） 日程第９、報告第２号、令和７年度新十津川町下水道事業会計予

算繰越計算書の報告についてを議題といたします。 
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 報告を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました報告第２号、令和７年度新十津川

町下水道事業会計予算繰越計算書の報告について。 

 令和７年度新十津川町下水道事業会計予算は、地方公営企業法第26条第１項の規定に基

づき、別紙のとおり翌年度に繰り越したので、同条第３項の規定により報告するものでご

ざいます。 

 なお、内容につきましては建設課長から申し上げますので、ご承認賜りますようよろし

くお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 報告を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 建設課長。 

〔建設課長 千石哲也君登壇〕 

○建設課長（千石哲也君） ただいま上程いただきました報告第２号、令和７年度新十津

川町下水道事業会計予算繰越計算書の報告につきまして、内容をご説明申し上げます。 

 本件につきましては、下水道事業３件を令和８年度に繰越措置を行いましたので、報告

させていただくものでございます。 

 議案書、７ページをご覧ください。 

 ３件ともに１款資本的支出、１項建設改良費でございます。 

 １件目、事業名、下水道事業、汚水１号幹線枝線管渠新設工事。予算計上額6,664万６

千円、支払義務発生額5,154万６千円、翌年度繰越額1,510万円。財源内訳は、企業債

1,510万円でございます。 

 内容でございますが、令和８年第２回臨時会にて予算補正いただきました工業団地未整

備地区の下水道工事につきまして、年度内に事業が完了しなかったため繰越手続きを行っ

たものでございます。 

 ２件目、下水道事業（大和地区農業集落排水処理場機械設備更新工事）。予算計上額

5,116万５千円、支払義務発生額1,116万５千円、翌年度繰越額4,000万円。財源内訳は国

道支出金2,000万円、企業債2,000万円でございます。 

 内容でございますが、国の令和７年度補正予算成立に伴い、農村整備事業交付金の追加

内示があったことから、令和８年度実施予定工事の一部を前倒し、令和８年度へ繰越し整

備するため、繰越手続きを行ったものでございます。 

 ３件目、下水道事業（石狩川流域下水道建設負担金）。予算計上額1,752万５千円、支

払義務発生額1,535万1,907円、翌年度繰越額217万円。財源内訳は、企業債210万円、自己

資金７万円でございます。 

 内容でございますが、北海道の流域下水道事業につきまして、年度内に事業が完了しな

かったため繰越手続きを行ったものでございます。 

 合計といたしまして、予算計上額１億3,533万６千円、支払義務発生額7,806万2,907円、

翌年度繰越額5,727万円。財源内訳の合計は、国道支出金2,000万円、企業債3,720万円、

自己資金７万円でございます。 
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 以上、令和７年度新十津川町下水道事業会計予算繰越計算書の内容説明とさせていただ

きます。よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 内容の説明を終わります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 以上で、報告第２号、令和７年度新十津川町下水道事業会計予算繰越計算書の報告につ

いてを終わり、報告済みといたします。 

 ここで、11時５分まで休憩いたします。 

（午前10時51分） 

                                       

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

（午前11時05分） 

                                       

     ◎報告第３号の上程、報告及び説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第10、報告第３号、株式会社新十津川総合振興公社の経営状

況の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました報告第３号、株式会社新十津川総

合振興公社の経営状況の報告について。 

 地方自治法第243条の３第２項の規定により、株式会社新十津川総合振興公社の経営状

況を説明する書類を添付し、報告するものでございます。 

 なお、内容につきましては副町長から申し上げますので、ご承認賜りますようよろしく

お願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 報告を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 寺田佳正君登壇〕 

○副町長（寺田佳正君） ただいま上程いただきました報告第３号、株式会社新十津川総

合振興公社の経営状況の報告について、ご説明を申し上げます。 

 お手元の令和７年度第53期事業報告書により、ご説明を申し上げます。 

 ２ページ、業務の執行状況をご覧ください。 

 １、特産品販売事業ですが、売上高は3,087万１千円、費用2,555万２千円、差引531万

９千円の利益で、前年比117万７千円の減となっております。 

 （１）の特産品発送事業は、前年度比較で５パーセント程度、発送件数が減少となって

ございます。 
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 （２）は、ふるさと納税返礼商品発送で、振興公社発送分のみの記載となります。 

 合計で1,261件、前年度比較で266件の増、大きく増えたものといたしましては、赤肉メ

ロン２玉・ゼリーセット、グリーンアスパラ・ＳＭ２キログラムとなってございます。 

 次に、３ページになります。 

 ２、物産館レストラン事業につきましては、売上高809万円、費用740万４千円で、差引

68万６千円の利益、前年比で46万２千円の増となっております。 

 次に、３、加工事業ですが、売上高4,002万３千円、費用4,493万２千円となり、差引

490万９千円の損失、人件費、製造コスト、修繕費などの増のほか、熊笹、トマト加工品、

お米シロップなどの販売量の減、受託加工の各品目の増減が収支に影響しており、損失額

が、前年比で28万２千円大きくなっております。 

 各加工品の出荷状況につきましては、（１）から（９）に記載のとおりとなります。 

 次に、５ページです。 

 ４、宿泊施設事業。インターネット予約サイトの新たな契約、宿泊料金及び販売方法の

見直し、特色ある宿泊プランの企画・販売などに努めた結果、両施設を合わせた売上は、

１億3,322万７千円、費用１億3,598万１千円で、差引275万４千円の損失、前年に比べ損

失額が131万５千円小さくなっております。 

 サライの宿泊者数は、前年比で4.6パーセントの増加となっておりますが、食材や燃料

価格の高騰に加え、送迎用のバスの老朽化により修繕費が大きくかさむこととなり、収支

がマイナスに転じる大きな要因となっております。 

 次に、７ページ、８ページをご覧ください。 

 貸借対照表、損益計算書でございますが、各部門の状況につきましては、今ほど申し上

げましたので、全体額のみ申し上げます。 

 はじめに、８ページの下の表、事業別差引収益営業利益の最下段、計の欄です。売上高

２億5,889万2,659円、費用が２億5,476万1,713円、差引利益413万946円、前年度比較で約

454万円の増となってございます。上段、損益計算書の中ほど、営業利益⑤の所が、先ほ

どの差引利益の額となります。 

 その下、営業外損益の部ですが、営業外収益の雑収益の内訳につきましては、コロナ対

策融資制度利子補給34万9,400円が主なものとなります。 

 経常利益⑨に、特別利益として貸倒引当金４万３千円を戻し入れ、特別損失として貸倒

引当金３万９千円と、固定資産圧縮損として計上いたしました米の真空包装機購入に係る

委託料分59万4,999円を差し引いた⑫の額365万4,323円が、税引き前の純利益となります。

ここから、⑬の法人税等を差し引いた一番下、347万4,323円が当期の純利益となります。 

 剰余金の処理といたしましては、９ページをご覧ください。下段に剰余金の処分に関す

る資料を掲載してございます。 

 前年度繰越利益剰余金に当期利益金347万4,323円を加えた2,686万4,704円が、次年度繰

越利益剰余金となります。 

 次に、７ページに戻っていただきまして、貸借対照表です。 

 資産の部。 

 １、流動資産は、合計で7,651万2,130円。 

 （６）前払費用25万6,177円は、モンベルとの共同企画となるオリジナルＴシャツの制



- 16 - 

作料となります。 

 ２、固定資産は、合計862万2,776円。 

 ３、投資その他資産は511万円。内訳は、すべて出資金で、金滴酒造に500万円、滝川酒

販協同組合に10万円、北門信用金庫１万円でございます。 

 資産の部合計9,024万4,906円となります。 

 次に、負債の部。 

 １、流動負債は1,838万202円で、（２）未払金は、パート従業員の３月分賃金、（４）

預り金は、社会保険料、所得税となります。 

 ２、固定負債の2,500万円は、コロナ禍の令和２年６月に運転資金として借り入れを

行った国の制度資金3,000万円の残高で、令和７年度から元金の償還が始まりました。 

 次に、純資産の部。 

 １、資本金2,000万円。 

 ２、利益剰余金2,686万4,704円で、先ほどの令和７年度の純利益と、令和６年度以前の

繰越金を加えたものとなります。 

 負債の部と純資産の部を合わせますと9,024万4,906円となり、資産の部合計と符合して

ございます。 

 以上、報告第３号、株式会社新十津川総合振興公社の経営状況の報告についての説明と

させていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 内容の説明を終わります。 

 以上で、報告第３号、株式会社新十津川総合振興公社の経営状況の報告についてを終わ

り、報告済みといたします。 

                                       

     ◎報告第４号の上程、報告及び説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第11、報告第４号、一般財団法人ピンネ農業公社の経営状況

の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました報告第４号、一般財団法人ピンネ

農業公社の経営状況の報告について。 

 地方自治法第243条の３第２項の規定により、一般財団法人ピンネ農業公社の経営状況

を説明する書類を添付し、報告するものでございます。 

 なお、内容につきましては産業振興課長から申し上げますので、ご承認賜りますようよ

ろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 報告を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 産業振興課長。 

〔産業振興課長 鎌田章宏君登壇〕 

○産業振興課長（鎌田章宏君） ただいま上程いただきました報告第４号、一般財団法人

ピンネ農業公社の経営状況の報告についての内容の説明をいたします。 
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 お手元にお配りしております第14期事業報告書に基づき、主な内容についてご説明をい

たします。 

 １ページ、２ページをお開きください。 

 １の多様な担い手の育成支援事業関連では、（１）新規就農者支援は、住宅確保支援１

名、就農技術支援１名、受入指導農業者等支援１名、ふるさと就農支援９名に対し、新規

就農者等支援規則に基づき1,038万円を助成しております。 

 なお、助成対象者１名が農業従事から離れることとなったため、交付決定を取り消し、

令和４年度分からの就農技術支援、住宅賃借料支援、免許取得支援の助成金の全額219万

3,850円が返還となっております。 

 （２）新規就農相談等は、７月に札幌市で開催された北海道新規就農フェアにブース出

展を行いましたが、研修受け入れなどにつながる案件はございませんでした。 

 （３）農業担い手婚活事業は、７月にオンライン形式により開催した婚活イベントに、

本町の農業後継者４人が参加、11月に北海道担い手支援センターが開催した婚活セミナー

には、本町の農業後継者１人が参加をいたしました。 

 （４）地域農業振興・担い手育成研修会につきましては、３月に有機農業に関する講演

会を開催し、町内外の若手農業者など21人の参加がございました。 

 ２ページの下段、３の修得センター事業は、新たに令和７年４月から５年間、指定管理

者に指定され、施設の管理及び運営を行っております。 

 ３ページ、４ページをお開きください。 

 （２）育苗事業は、ＪＡピンネから委託を受け、農業者用のミニトマト、メロン、長ね

ぎなどの育苗を行い、生産者に対し苗を斡旋し販売を行っております。 

 （３）新品種及び作付技術等の実証実験につきましては、北海道産イチゴ２品種の栽培

と株の保持に努めました。また、ミニトマトの栽培で提携している事業者から、白いイチ

ゴ白蜜香と通常品種の蜜香の試験栽培の依頼があり、試験栽培に向けて生育管理を行って

おります。 

 （４）生産物販売につきましては、ミニトマト、長ねぎ、アスパラ、イチゴ、ブルーベ

リー、ホウレン草などを出荷販売いたしましたが、春先から初夏にかけての冷害及び初夏

からの高温障害が発生し、全体的に例年と比較し収量が減となっております。 

 ４ページの４の中山間地域等直接支払交付金事業関連では、中山間事業の事務委託は、

９集落の業務を受託しております。 

 ５の農作業人材マッチング事業は、農家からの登録が２件、問合せ、マッチングはござ

いませんでした。 

 ７ページ、８ページをお開きください。 

 第14期決算についてご説明いたします。 

 まず、貸借対照表をご覧ください。 

 資産の部、固定につきましては、建物、設備、構築物、備品等の総額から、これまでの

減価償却累計額323万3,449円を差し引いた償却残でございます。 

 資産の合計は733万9,911円でございます。 

 次に、負債の部、未払費用163万354円は、３月分の燃料費、光熱水費、通信運搬費、消

耗品費などでございます。 
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 負債の合計は202万893円でございます。 

 正味財産の部は、基金500万円、一般正味財産31万5,789円、負債及び正味財産の合計は、

資産の合計と同額の733万9,911円でございます。 

 次に、11ページ、12ページをお開きください。 

 11ページの損益計算書の収入内訳表でございますが、公益事業の運営費負担金収入の決

算額は1,274万３千円で、町が７割、ＪＡピンネが３割で負担し合っているものでござい

ます。 

 諸収入は、農業従事から離れた新規就農者等支援助成金対象者１名からの令和６年度ま

での返還金169万3,850円などでございます。 

 次に、収益事業の修得センター事業の収入として、ミニトマトやしいたけの生産物販売

収入1,159万4,404円、ミニトマト、メロンなどの育苗品の販売収入1,007万8,681円、指定

管理料660万円、ＪＡピンネからの育苗管理料240万円などでございます。 

 中山間事業は、９集落から受託した会計等事務委託料として252万２千円、その他収益

事業として、農事組合法人の会計事務委託料５万円などで、収入合計5,098万949円でござ

います。 

 次に、12ページの支出内訳表をご覧ください。 

 公益事業の多様な担い手育成支援事業は、新規就農者等支援規則に基づく助成事業で、

ふるさと就農支援９名、住宅取得支援１名、受入指導農業者等支援１名に対する助成で、

計988万円でございます。 

 公社運営事業は、税理士委託料や車両のリース料が主なもので286万5,112円でございま

す。 

 続きまして、13ページをお開きください。 

 収益事業の技術修得センター事業は、常勤３名及び繁忙期の臨時職員などの人件費とし

て1,714万1,983円のほか、資材、種苗費、肥料・農薬などの消耗品費、燃料費、農協選果

手数料などで3,489万6,284円でございます。 

 中山間事業125万9,711円は、受託をした会計等事務実施に係る事務経費でございます。 

 公益事業、収益事業を合わせた支出合計は5,096万1,745円でございます。 

 10ページにお戻りいただきまして、ページ下段の事業全体の収支につきましては、収入

合計5,098万949円、費用合計5,096万1,7445円、差し引き１万9,204円のプラスでございま

す。 

 以上、一般財団法人ピンネ農業公社の経営状況の報告についての内容の説明を終わりま

す。 

○議長（小玉博崇君） 内容の説明を終わります。 

 以上で、報告第４号、一般財団法人ピンネ農業公社の経営状況の報告についてを終わり、

報告済みといたします。 

                                       

     ◎議案第27号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第12、議案第27号、新十津川町国民健康保険税条例の一部改

正についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 



- 19 - 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第27号、新十津川町国民健康

保険税条例の一部改正について。 

 新十津川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 17ページをお開きください。 

 提案理由でございます。 

 国民健康保険税の税率等の見直し並びに子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律

及び地方税法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴う所要の改正を行い、国民健康保

険事業の適切な運営を図るため、この条例の一部改正について議決を求めるものでござい

ます。 

 なお、内容につきましては住民課長から申し上げますので、議決賜りますようよろしく

お願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 住民課長。 

〔住民課長 佐藤武久君登壇〕 

○住民課長（佐藤武久君） ただいま上程いただきました議案第27号、新十津川町国民健

康保険税条例の一部改正について、内容のご説明を申し上げます。 

 この度の改正内容につきましては、税率等の見直しに伴うもの、子ども・子育て支援法

等の一部改正に伴う、子ども・子育て支援金制度の導入に関するもの、地方税法施行令の

一部改正に伴うものとなっておりまして、主にこれら３点の改正内容となっておりますが、

最初に、それぞれの改正の趣旨についてご説明申し上げます。 

 第１点目としまして、税率等の見直しに伴う改正でございますが、令和12年度から、北

海道において保険税水準の統一化が実施されることとなっておりまして、これにより、こ

れまで市町村が自身の財政運営状況に応じて行っていた独自の税率設定ができなくなりま

すことから、令和６年度から令和11年度までの税負担に関し、現在保有している国民健康

保険事業基金、これを被保険者にできるだけ還元しながら、税率等を毎年見直していくこ

ととしております。 

 これまで、令和６年度は引き下げの改定をし、令和７年度は農業所得等の大幅な増もあ

りましたことから据置きとしておりました。 

 今回は、さらなる所得の増もありましたことなどから、令和８年度分について引き下げ

の改定をするものでございます。 

 なお、統一化がされた後の基金の保有額につきましては、統一化後の基金の主な使途と

して、北海道への納付金に対する税収等の不足分への充当及び特定健診等の保健事業への

活用を想定し、過去の実績や近年の所得の状況から、現時点において、約１億3,350万円

と試算をしております。 

 税率等の設定につきましては、この試算した保有額となるように基金からの繰入額を年

次的に想定し、かつ、現時点で北海道が示している統一化後の令和12年度の保険税率へ向

けて、被保険者への年度間の負担増が大きくならないように、逓増の形で令和11年度まで
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の各年度において設定していくこととしております。 

 また、統一化に向けた改正としまして、今ほどご説明いたしました税率等の改正のほか、

基礎課税額、後期高齢者支援金等課税額、介護納付金課税額における、それぞれ資産割が

廃止されることとなっておりますので、今回、それに伴う改正も行っております。 

 次に、２点目の子ども・子育て支援法等の一部改正に伴う、子ども・子育て支援金制度

の導入に関するものについてご説明いたします。 

 少子化対策として、児童手当の拡充など、子育て世代に対する給付等の拡充が、令和６

年度から順次実施されているところでございますが、今回導入されます子ども・子育て支

援金制度につきましては、この拡充に係る財政基盤の確保を目的として創設されたもので、

令和８年度から、子ども・子育て支援金として、高齢者や企業を含む、全世代、全経済主

体から、医療保険料と合わせて徴収するものでございます。 

 国民健康保険税につきましても、保険税のうちに含めて徴収するものでございます。 

 次に、３点目の地方税法施行令の一部改正に伴うものでございますが、これに関するも

のとしましては、課税限度額の引上げ及び減額措置に係る軽減判定所得の基準額の引上げ

を行うこととしております。 

 それでは、改正内容につきまして、お手元の新旧対照表によりご説明いたします。 

 新旧対照表１ページをご覧ください。 

 第２条第１項第１号は、国民健康保険税における基礎課税額から除かれるものについて、

子ども・子育て支援金の納付に要する費用を追加することによる改正となっております。 

 第４号は、国民健康保険税の課税額として合算するものについて、子ども・子育て支援

納付金課税額を追加するものでございます。 

 ２ページをお開きください。 

 第２項、第３項、第４項の「及び資産割額」を削る改正は、統一化に向けた資産割の廃

止によるもの、第２項ただし書の66万円を67万円とする改正は、基礎課税額の課税限度額

を引き上げるもの、第５項は、子ども・子育て支援納付金課税額の算定方法の定めを追加

するものでございます。 

 ３ページをご覧ください。 

 ３ページ、第３条第１項、２行目の法律名等の改正は、先ほどの２ページから３ページ

かけての第５項、３ページの１行目にございますが、地方税法の法律名と法律番号、そし

て、法律名を略称することについて規定されたことによるものでございます。 

 同じく、第３条第１項の最後の行にあります税率の改正、それと改正後の第４条、４

ページの改正後の第５条各号、第６条、５ページになります、改正後の第７条、第７条の

２各号、第８条、６ページをお開きください、改正後の第９条、第９条の２は、国民健康

保険税の各種税率及び税額について、それぞれ新旧対照表に記載のとおり引き下げる改正

をするものでございます。 

 ３ページにお戻りください。 

 ３ページ、現行欄の第４条、それと５ページをお開きください、現行欄の第７条、６

ページの現行欄の第９条、これらにつきましては、統一化に向けた資産割の廃止により、

これらの条を削ることとしまして、それに伴う上の繰り上げも行っております。 

 次に、６ページ、第９条の３、第９条の４、７ページの第９条の５、第９条の６につき
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ましては、子ども・子育て支援納付金課税額に係る税率及び税額について、それぞれ記載

のとおり定め、加えるものでございます。 

 ７ページになります。第21条は、国民健康保険税の減額に関する規定でございますが、

第１項各号列記以外の部分、66万円を67万円とする改正は、課税限度額の引上げに伴う改

正、その次の、「、同条第４項」に改める改正は、接続詞の形式的改正、下から４行目、

「並びに」以降の文言を加える改正は、子ども・子育て支援納付金が導入されることに伴

い、その軽減措置が追加されることによる改正でございます。 

 ８ページ、９ページをお開きください。 

 第１項第１号が７割軽減の規定、次に、10ページ、11ページの第２号が５割軽減の規定、

11ページ下の部分から13ページまでの第３号、これが２割軽減の規定となっております。 

 それぞれ各号のアからケまでの規定が、軽減額の規定となっておりますが、これらの軽

減額は、今回見直しを行う税額を基に、それぞれの軽減割合により算定されるものでござ

いますので、その算定結果に応じて新旧対照表の改正案に記載のとおり、軽減額について

改正するものでございます。 

 なお、各号それぞれにあります、キからケまでの規定は、子ども・子育て支援納付金課

税額に係る軽減額の規定として追加するものでございます。 

 次に、13ページをお開きください。 

 13ページから14ページにかけての第21条第２項でございますが、この規定は、世帯に未

就学児がいる場合の軽減額に関する規定となっております。 

 軽減内容としましては、先ほどの７割、５割、２割の軽減後の額から、さらに当該軽減

後の額の２分の１の額を軽減するものですが、この軽減額につきましても、先ほどご説明

したものと同様、今回の税率等の改正が影響するものでございますので、それにより新旧

対照表に記載のとおり改正をするものでございます。 

 なお、14ページにあります第３号の規定は、子ども・子育て支援納付金課税額に係る軽

減額の規定として追加するものでございます。 

 次に、同じく14ページ、第３項でございますが、この規定は、出産被保険者として、出

産する予定の被保険者又は出産した被保険者が世帯にいる場合の軽減措置について定める

ものでございます。 

 第３項各号列記以外の部分の改正は、国民健康保険税に子ども・子育て支援納付金に係

る18歳以上被保険者均等割額が追加となったことによるもの、15ページの第１号、第２号、

第４号と、第６号は次の16ページにわたっておりますが、これらの改正は、省令又は条例

の改正による条ずれに伴うもの、16ページ、第７号、第８号、第９号は、子ども・子育て

支援納付金課税額に係る軽減措置を新たに加えるものでございます。 

 16ページから17ページにかけて、新たに加える第４項は、子ども・子育て支援納付金課

税額の被保険者均等割額について、世帯内に18歳未満の被保険者がいる場合には、当該18

歳未満の被保険者につき算定した被保険者均等割額に限り、減額するとするものでござい

ます。 

 次に、17ページの附則第３項、18ページの附則第４項、同じく附則第６項から、少し飛

びまして、23ページにあります附則の第13項までの規定、これらの規定は、それぞれの課

税の特例の適用に当たって、国民健康保険税の所得割を算定する上での読み替え規定と
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なっておりますが、この度、条例に第９条の３として追加されました、子ども・子育て支

援納付金課税額に係る所得割額の算定においても適用となりますことから、第９条の３を

それぞれ加える改正となっております。 

 最後に、議案書に戻りまして、附則についてご説明申し上げます。 

 議案書の17ページをお開きください。 

 第１項で施行日を公布の日からと定め、第２項では、改正後の条例の規定は、令和８年

度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和７年度分までの国民健康保険税に

ついては、なお従前の例によるとしております。 

 以上、議案第27号、新十津川町国民健康保険税条例の一部改正についての内容説明とさ

せていただきます。よろしくご審議いただき、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、議案第27号について、提案理由並びに内容の説明を終わ

ります。 

                                       

     ◎議案第28号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第13、議案第28号、新十津川町下水道条例の一部改正につい

てを議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第28号、新十津川町下水道条

例の一部改正について。 

 新十津川町下水道条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 提案理由でございます。 

 災害その他非常の場合における指定工事店の特例を定めることにより、排水設備等工事

の適正な実施を図るため、この条例の一部改正について議決を求めるものでございます。 

 なお、内容につきましては建設課長が申し上げますので、議決賜りますようよろしくお

願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 建設課長。 

〔建設課長 千石哲也君登壇〕 

○建設課長（千石哲也君） ただいま上程いただきました議案第28号、新十津川町下水道

条例の一部改正について、内容のご説明を申し上げます。 

 議案書19ページ、新旧対照表25ページでございます。 

 本議案は、宅内の排水設備等の工事を実施するにあたっては、法令及び町の施工基準に

準拠した施工とするため、原則として町が指定しました排水設備等指定工事店でなければ

施工できないこととなっております。 

 しかし、近年の大規模地震等の災害においては、多くの排水設備が破損した際、指定工

事店が不足して復旧に遅れが生じる事例が全国的に見られているため、災害その他非常の

場合において、他の市町村長から指定を受けた排水設備等指定工事店が、特例として本町
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の排水設備工事を行うことを可能とし、被災時における宅内の排水設備の迅速な復旧体制

を確保するため、本条例の一部改正を行うものでございます。 

 一部改正の内容としましては、第９条第１項ただし書中「するとき」の次に「又は災害

その他非常の場合において、町長が他の市町村長の指定を受けた者に工事を行わせる必要

があると認めるとき」を加えるものでございます。 

 附則でございますが、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 以上、議案第28号、新十津川町下水道条例の一部改正についての内容のご説明とさせて

いただきます。よろしくご審議いただき、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、議案第28号について、提案理由並びに内容の説明を終わ

ります。 

 ここで、午後１時まで休憩といたします。 

（午前11時48分） 

                                       

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

（午後１時00分） 

                                       

     ◎一般質問 

〇議長（小玉博崇君） 日程第14、一般質問を行います。 

 一般質問は、配付してあります通告表の順に進めてまいりますので、よろしくお願いい

たします。 

 最初に、５番、大畠光敬議員。登壇の上、発言願います。 

〔５番 大畠光敬議員登壇〕 

○５番（大畠光敬君） 議長のお許しをいただきましたので、町長に対し、一般質問をさ

せていただきます。 

 質問の内容は、新十津川農業高校と連携した景観形成についてでございます。 

 新十津川農業高校は、皆さんもご存じのとおり、ガーデニング甲子園等において高い実

績を上げており、本町にとって大変誇れる存在であると感じております。 

 また、その教育内容も地域と連携した持続可能な農業や、アグロエコロジー学習に力を

入れているところというのもお伺いしております。 

 一方で、農業高校の素晴らしい技術や成果について、販売会や多くの加工室を活用した

イベントなど、町民が触れる機会はあるものの日常的に目にする場面は、私はまだ限定的

ではないかなというふうに感じております。 

 現在、本町の観光施策はイベント型が中心となりやすい傾向にありますが、私は普段の

街並みそのものに魅力があることも大切ではないかと考えております。 

 例えば、歩いて回りたくなる町や、季節ごとに景色を楽しめる町、高校生の活動が街中

で感じられる町といった景観形成は、交流人口の拡大だけではなく、地域への愛着形成に

もつながる可能性があると考えます。 

 そこで提案として、農業高校生がガーデニングや花壇のデザイン、監修を行い、施設管

理者等が維持管理を担う形で公共施設などへ小規模分散型の、例えば、花壇のような配置

をしてはどうかと考えました。 
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 先日、ＮＨＫでも生徒さんが育てた花の苗を公園へ植栽する地域連携の取組が報道され

るなど、高校生が地域と関わる活動も進められております。 

 一方で、こうした活動については、せっかく取り組んでも実際に見て頂ける機会が限ら

れているという課題もあるのではないかというふうに感じております。 

 私は、これは単に花壇設置という問題だけではなく、農業高校の活動と町民の日常生活

の接点が十分に確保されていないのではないかという課題でもあると考えております。 

 例えばですが、役場前のバス停など高校生の通学動線上であり、高校生や町民多くの来

訪者の目に触れる場所を活用することで、高校生の活動が街の中で日常的に見える形とな

り、農業高校の魅力発信と、町の景観形成の両方につながるのではないかと考えます。 

 また、こうした取組は、地域回遊の促進や街並みの魅力向上にも寄与する可能性がある

と考えます。 

 今回の提案は、農業高校の教育内容そのものについて伺うものではなく、町の景観形成

や地域の魅力向上という観点から、農業高校の持つ力をどのように生かしていくことがで

きるのかを伺うものでございます。 

 そこでお伺いいたします。 

 町として農業高校や関係団体と連携し、高校生がデザインや監修に関わり、地域が支え

る形での景観形成や地域の魅力向上に向けた取組について協議、検討を進めるお考えがあ

るのか、町長のお考えをお伺いいたします。 

〇議長（小玉博崇君） 答弁を求めます｡ 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 議長のお許しをいただきましたので、５番議員のご質問にお答え

したいと思います。 

 新十津川農業高校がガーデニング甲子園で高い実績を挙げ、地域と連携した教育活動に

意欲を持って取り組まれていることは、本当に町の誇りであるということは、５番議員と

同じ認識であります。 

 ご質問にあります、高校生によるガーデニング技術を活かした新たな花壇整備や、これ

に伴う景観形成、周遊策、地域づくりに関するご提案についてでございますが、ガーデニ

ングを基本とした新たな景観形成や、分散型の周遊施策を展開することにつきましては、

町として現時点で取り組む考えはございません。 

 その理由といたしましては、本町における観光、周遊施策につきましては、点在する新

たなスポットの創出ではなく、既存の観光、文化施設や豊かな自然環境といった現行の資

源を、いかに回遊していただくかという点に主眼を置いているためでございます。 

 そのため、レンタサイクルや重ね押しスタンプラリーといった既存の周遊ツールの認知

度をさらに高めるとともに、本年度より新たに計画しております観光タクシー事業を効果

的に連動させ、これらをより多くの方々に利用していただけるよう情報発信やＰＲ活動の

徹底に継続して注力していく方針でございます。 

 また、５番議員からは、高校生がデザインや監修を行い、地域団体等が維持管理を担う

という持続可能な連携体制についてご提案がございました。しかしながら、現在、町内の

各種地域団体やコミュニティにおきましては、周知のとおり、深刻な担い手不足と高齢化
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という構造的な課題に直面しております。既存の活動を維持することさえ一工夫を要する

現状において、新たな公共スペースの管理運営を地域団体に委ねることは、地域の負担を

増大させる懸念があり、現実問題としましては、極めて困難であると言わざるを得ません。 

 最後に、農業高校との連携についてでございますが、農業高校は言うまでもなく道立の

教育機関であり、生徒が携わるすべての活動には、教育課程に裏付けられた明確な教育的

根拠がございます。 

 ５番議員からは、高校の活動成果や魅力が見える機会が限定的であるとのご指摘がござ

いましたが、生徒たちの活動は、準備段階から実践、そして結果の振り返りに至るまで、

一連の教育活動として、春のガーデニングフェアや商工会との連携による秋の農産物販売

など、さらには道路や公園に植えて頂いている花の育成についても、町民の皆さまから親

しまれる行事を通じて、魅力ある学校づくりを進めていると認識をしております。 

 町といたしましても、教育長の教育行政執行方針に基づき、これまでの教育委員会が所

管する枠組みの中で、各種連携事業や学校活動への支援を行ってきたところでありますが、

道立高校としての独立性や本町との関係性には、今後とも十分な配慮が必要であると考え

ております。 

 また、今後の学校との連携ですが、本年、農業高校におきましては、地域と学校が一体

となって魅力ある学校づくりを進めるため、新たに学校運営協議会が設置されると伺って

おりますので、まずは生徒たちの教育活動として必要な地域連携のあり方などが、ここで

協議されるものと考えております。 

 今後におきましても、本町の基幹産業である農業を専科とする新十津川農業高校が更に

魅力ある学校となるよう、教育委員会及び高校と連携を図りながら適切に対応してまいり

たいと考えております。 

 以上申し上げまして、５番議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 大畠光敬議員。 

○５番（大畠光敬君） 議長のお許しをいただきましたので、再質問させていただきます。 

 今ほどいただきましたご答弁、現在の町の状況について理解はいたしました。しかしな

がら私、今回提案しているのは、大きな予算を投じるような大規模な新規の実施を求めて

いるわけでもございませんし、人手不足、高齢化に悩む地域団体へ新たに維持管理の負担

を丸投げするような意図もないことも、私からも申し添えさせていただきたいというふう

に思います。 

 町長の答弁の中で、既存の資源を回遊してもらうとおっしゃっておりましたが、私はこ

のガーデニング甲子園などの実績を持つ農業高校の技術そのものが、新十津川町のかけが

えのない地域資源ではないかというふうに考えております。 

 先ほども申しましたが、ＮＨＫの報道も含めて、外からの評価が非常に高まっているの

ではないかというふうに感じております。 

 これを単に一つの教育機関の活動として閉じるのではなく、町の魅力としてどう日常に

落とし込むか、これは所管の枠を超えた町全体の未来への投資と言っても過言ではないの

ではないでしょうか。 

 ガーデニング甲子園の成果を披露するような場所をというふうに申し上げさせてもらい

ましたが、最初から生徒さんが作ったあの作品、大きな花壇を作る必要も、私もないと考
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えております。できるところから小さく始めるモデル的な試みも含め、今後、町、教育委

員会、そして農業高校が横断的に柔軟な連携体制をぜひ作っていただきたいとも考えてお

ります。 

 答弁の中に、学校運営協議会の中で議論、協議されるものというふうなお話もありまし

た。私もこの協議会こそ、地域と学校が一体となって町の未来を考える場でもあるのでは

ないかと認識しております。 

 そこで町長にお伺いいたしますが、例えば、高校側から自分のアイディアを街の景観形

成などに生かしたい、予算の範囲内で工夫できるアイディアなどが提案された場合には、

町として、そのアプローチに対して、受け皿として対応していただけるか、検討していた

だけるかどうかをお伺いしたいというふうに思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（谷口秀樹君） それでは、５番議員の再質問について答弁させていただきます。 

 今ほど農業高校からのご提案があった場合、町としてどうするかということの趣旨だと

思いますけれども、農業高校からそういったご提案がある場合においては、どういった内

容かを含めて検討させていただくことは、十分可能かと思っております。 

 以上申し上げまして、５番議員の再質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、大畠光敬議員の一般質問を終わります。 

 次に、１番、村上敏晃議員、登壇の上、発言願います。 

〔１番 村上敏晃議員登壇〕 

○１番（村上敏晃君） 議長のお許しをいただきましたので、私の一般質問を行います。 

 テーマは、同行避難場所のあり方と、ペットの避難所になるドッグランの整備について

です。 

 現在、町内にはドッグランがなく、ふるさと公園はペットの立ち入りが禁止されており、

犬と飼い主が町内でのびのびと遊ぶことができる場所がありません。 

 中空知の近隣自治体にはドッグランが３か所ありますが、利用できる犬の大きさが限定

されているなどの理由もあり、町民の方から新十津川町内に大きなドックランの設置を求

める声が寄せられています。共感する声も40件以上頂いております。 

 また、飼い主の責務として、災害時においてもペットを適切に管理するために、ペット

の避難場所を求める声が高まっています。 

 当町では、災害時におけるペットの避難先は想定はされているものの、明確に定められ

てはいないため、ペットを残して自分だけ非難することは出来ないなどと避難行動をため

らう住民が発生する恐れがあります。 

 以上のことから、大きく二点についてお伺いいたします。 

 まず一点目は、ペットとの同行避難場所の指定についてです。 

 町内で登録されている犬の数を確認したところ、令和８年５月８日の確認時点で238頭

の犬が飼育されていることが分かりました。４月末時点の町内の世帯数が2,950世帯でし

たので、仮に１頭ずつ飼われているとすると、町内の8.06パーセントの世帯が犬を飼って

いることになります。猫やその他のペットについては、町で把握はしていませんが、一般

社団法人ペットフード協会の令和７年全国犬猫飼育実態調査の全国拡大推計によりますと、
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全国では、犬が約682万頭、猫が約885万頭を飼育されているとの説明がありましたので、

当町の猫についても、犬と同程度か、それ以上に飼われているのではないかと推察するこ

とができます。 

 午前中の教育行政報告によりますと、新十津川小学校と新十津川中学校の児童生徒数が

473人とのことでしたので、町内の犬や猫などのペットの数は、町内の小学生、中学生と

大体同じぐらいの数がいるとイメージすることができると思います。 

 さて、同行避難とは、災害の発生時に飼い主が飼育しているペットを連れて、安全な避

難場所などまで避難することを指しており、環境省が平成30年９月付けで発行した「災害

あなたとペットは大丈夫、人とペットの災害対策ガイドライン一般飼い主編」では、飼い

主の責任によるペットとの同行避難を原則としています。 

 これを踏まえて、新十津川町地域防災計画、一般災害対策編を確認しますと、家庭動物

等の同行避難について、あらかじめ町は、避難所における家庭動物の種に応じた同行避難

の可否について調整しておくとともに、災害時には家庭動物同行避難所の開設状況を広報

するものとすると定めています。 

 災害対策事務局にお話を伺いましたところ、ペットの受け入れを想定できる施設は、文

化伝習館や物語記念館、スクールバスの車庫などがありますが、町がペットの避難所とし

て定めている施設は特にないとのことで、近隣自治体においても、ペットの避難所を指定

しているところはないとのことでした。 

 また、車がある家庭は大半がペットと一緒に車で避難する想定をしているとのことでし

た。 

 したがって、ペットの避難所の存在は、災害が発生して避難所が開設されてから、その

情報が住民の皆さまに届くことになります。 

 一方で、当町は水害が予想される場合において、マイタイムラインによる自主的な避難

を推進しています。したがって、仮に余裕を持って先に避難したいと思っても、ペットの

避難所のお知らせが間に合わず、意図したタイミングで避難することができない恐れがあ

ると考えます。 

 また、災害時の周知は防災無線であると思いますが、災害時の防災無線で初めてペット

の避難所の存在が明るみになった場合、一斉に避難が始まることで、道路が混雑して逃げ

遅れる人が発生することが懸念されます。 

 住民の視点から考えると、ペットの避難所が開設されることや、そこを利用するための

ルールなどについて、あらかじめ把握しておくことができれば、飼い主もその避難所を利

用するために避難する方法を考えたり、普段からペットの非難の練習やしつけに取り組む

ことができると思います。 

 以上のことから、家庭動物、つまりペットとの同行避難場所を、あらかじめ明確に定め

る必要があるのではないかと考えますが、町長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 議長のお許しをいただきましたので、１番議員のご質問にお答え

をいたします。 
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 初めに、災害時におけるペットとの避難の背景について少し触れさせていただきますと、

平成23年３月に発生した東日本大震災の混乱の中、自宅に取り残されているペットや、飼

い主とはぐれたペットの放浪、野生化の例が多発したこと、また、ペットが一緒に避難で

きた場合であっても、動物が苦手であったり、アレルギーをお持ちであったりする方々と

の共同生活を送る上で、ペットの取扱いに苦慮する例が見られたことなどから、環境省に

おきましては、各自治体の対応や体制作りの参考となるよう、災害時におけるペットの救

護対策ガイドラインを平成25年に策定したところです。 

 このガイドラインは、飼い主の責任によるペットとの同行避難を基本において作られ、

その後、平成28年４月に発生した熊本地震では、ペットとの同行避難の実践がなされたと

評価される一方で、避難所でのペットの受け入れ、一時預かりなどの多くの面で課題が表

面化したことから、平成30年にガイドラインを改定し、人とペットの災害対策ガイドライ

ンが策定されたところでございます。 

 その後、発生した令和６年１月の能登半島地震では、発災直後に多くの避難所でペット

との同行避難者が受け入れられたものの、一部の避難所では受け入れ拒否の事例も発生し

たことなどから、行政部局間の更なる情報連携や各地で頻発する様々な災害への対応など、

ペットに関する多面的な対応を考えていく必要性が指摘されていることを受け、今年度に

も、そのガイドラインが改定されると伺っておりますので、私もその見直しの内容に注視

してまいりたいと考えております。 

 これまで申し上げてまいりました、発災ごとのペットとの避難事例に基づく国の指針の

見直しの流れの中で、各自治体における地域防災計画でも、家庭動物との同行避難の支援

につながる取組について触れられているところでございます。 

 その中で本町の防災計画では、１番議員も引用されておりました家庭動物との同行避難

について、あらかじめ町は避難所における家庭動物の種に応じた同行避難の可否について

調整しておくとしておりますが、本町では現在のところ、他機関の施設や民間施設をペッ

トとの同行避難所とすることは考えておりません。 

 なお、町の公共施設でのペットとの同行避難所として想定するものは、ふるさと公園内

の文化伝習館という施設で、一定の面積があり、暖房施設が備えられており、特定の行政

区の避難所として指定を受けていないといった諸条件をクリアできる点で、同行避難の受

け入れ先として適当な施設だと考えております。 

 また、このほかに災害発生の季節にもよりますが、防災センターや除雪センターなどの

他施設の利用も考えられると思っております。 

 さて、１番議員からのご質問は、災害避難時の道路混雑等の懸念や避難の円滑化を図る

視点から、あらかじめペットとの同行避難所を明確に定めておくべきではないかとの提案

型のご質問であると捉えております。 

 現在本町では、ペットとの同行避難所の指定はしておりませんが、あらかじめ受け入れ

施設を決めておくことにより、受け入れ先があるという安心感や、日ごろから避難経路を

イメージしておけるなど、一定のメリットはあるものと理解するところでございます。 

 一方、あらかじめ受け入れ施設を特定しておくことで、一度に多くの方が施設に集まり

円滑な受け入れに支障をきたすことや、場合によってはスペースが不足することも懸念さ

れるところです。こういったことから、あらかじめ同行避難所を指定する自治体が少ない
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理由の一つとも考えられ、現在のところ中空知管内におきましても、受け入れ施設を指定

している市町村は、ない状況にあります。 

 以上のことから、１番議員からご提案いただきましたペットと同行避難できる施設を明

確に定めることは、今すぐに取り組むという考えはございませんが、あらかじめ定めてお

くことによるメリット、デメリットの両面があることも理解しているところでございます。 

 今後につきましては、冒頭お話をさせていただきました環境省の指針、「人とペットの

災害対策ガイドライン」が、能登半島地震の際の対応や反省を踏まえ、今年度改定される

予定でありますことから、そこで改定される内容を踏まえまして、ペットとのよりよい同

行避難のあり方を見いだしていきたいという考えであることを申し上げまして、１番議員

のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 村上敏晃議員。 

〔１番 村上敏晃議員登壇〕 

○１番（村上敏晃君） ただいまの答弁により、ペットとの同行避難場所を明確に定める

ことについては、環境省のガイドラインの改定内容を踏まえ、より良い方法を見いだして

いくとのことで理解いたしました。 

 同行避難場所におけるペットの円滑な受け入れや、必要なスペースの把握のためには、

町内で現在把握できていないペットの数を把握する必要があると思うので、ペットの住民

票など何らかの取り組みで、犬以外のペットの登録を促していくことになるのかなと思い

ます。 

 私も、環境省の指針のガイドラインの改定について注目してまいりたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 二点目につきましては、ペットの避難場所にも活用できるドッグランの整備について伺

います。 

 単なる行楽施設としてのドッグランではなく、有事の際にペットの避難場所に活用でき

る多機能型ドッグランの整備の提案となります。 

 場所は、ふるさと公園内の室内パークゴルフ場跡地及びふるさと公園テニスコート跡地

です。現在特に使われていない広大な町有地を有効活用し、住民の皆さまの安心と利便性

を向上させる施設を目指します。 

 この提案は、自治体の最も重要な役割である住民の生命、財産を守り、生活の利便性や

福祉を向上させることに直結すると考えています。この提案のメリットは次のとおりです。 

 まず、同行避難によるメリットになりますが、その１、飼い主とはぐれたペットが地域

で繁殖することを防ぎ、糞尿による生活環境の悪化や、ノミ、ダニ等の媒介による感染症

リスクを抑制し、公衆衛生を維持することにつながります。これにより、住民の皆さまの

健康と安全を守ることにつながります。 

 その２、はぐれたペットの発生を抑制することで、人に危害を加えるリスクを低減する

だけではなく、これらの動物を保護救護する行政職員の皆さまや、ボランティアの方々が

危険な場所に立ち入る必要性を減らし、２次災害を防ぐことにつながります。 

 その３、はぐれたペットの発生を抑制することで、ペットの捜索や保護、収容、治療、

飼い主探し、譲渡といった一連の活動に係る行政コストや人的負担を大幅に削減すること

ができます。 
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 実際に東日本大震災では、飼い主とはぐれたペットと、飼い主をマッチングする作業が

困難を極め、膨大なリソースが必要になったと伺っております。 

 さらに、このドッグランは災害時だけではなく、日常においても住民の皆さまの生活の

質を大きく向上させると考えます。 

 まず、ペットと安全に運動できる場所を提供することで、飼い主の健康増進にも寄与し

ます。また、ドッグランを通じて、飼い主同士の交流が生まれ、新たなコミュニティ形成

の場となることも期待できます。加えて、広域からの利用も促進し、町の活性化や観光誘

致にもつながる可能性を秘めています。 

 次に、この場所を選定した理由ですが、大きく３点あります。 

 第１に、広大な敷地です。室内パークゴルフ場跡地の面積だけでも5,710平方メートル

あり、近隣のドッグランと比較しても圧倒的な広さとなっています。 

 次に、優れた立地です。この場所は、２次避難所になっているスポーツセンターに近く、

しかし隣接しているわけではないため、ほかの避難者に配慮しながら、飼い主がペットの

世話をしに行くことが容易にできると考えます。 

 そして、現在活用されていない町有地であることです。新たに土地を取得する必要がな

いため、その分のコストを大幅に削減でき、効率的な施設整備が可能だと思います。 

 ペットの避難所として活用する場合、特に冬季においては暖房のある屋内への避難が必

要であるため、屋外のドッグランだけではなく、管理棟を兼ねた全天候型の室内ドッグラ

ンを設置することを提案いたします。 

 これにより、ペットをケージごと室内に避難させることが可能となります。室内ドッグ

ランにすることで、雨の日や冬の間の日常的に利用できる施設として機能します。冬季の

ドッグランの営業は、この室内ドッグランだけに限定することも考えられると思います。 

 以上のように、ペットとの同行避難場所にも活用できる広大なドッグランを新設しては

いかがでしょうか。町長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） それでは、１番議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 ご質問の敷地につきましては、古くはゲートボール場として利用され、その後、令和６

年度まで民間の運営による室内パークゴルフ場として活用されてまいりました。 

 また、隣接するテニスコートにつきましては、令和５年度末をもって廃止としており、

いずれも現在は利用しておりません。 

 １番議員のご質問は、現在利用されていない町有地を広大なドッグランとして整備し、

災害時には、ペットとの同行避難にも活用できる施設としてはどうかというご提案と捉え

させていただきましたが、まず、同行避難所に活用できるドッグランとのご提案ですが、

同行避難とするためには、冬季の災害も想定しますと屋根や壁があり、暖房施設を有する

しっかりとした建物が必要だと考えております。 

 一方ドッグランは、建物の有無には関わらず、冬には降雪により除雪や排雪、圧雪など

の施設管理をしなければ、通常は利用できない状況になること、また、非常時の同行避難

所として活用する上で、ドッグランの部分は必要な機能ではないことから、ペットとの同
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行避難所を併設する形のドッグラン整備は行う考えはございません。 

 なお、ペットとの同行避難施設だけに限らず、どの施設にも共通することですが、町に

あるかないかという、どちらかの問いに問われましたら、当然あった方が良いというもの

だと答えざるを得ませんが、町としましては、施設使用料等の値上げについて、現在、町

民の皆さまへ説明をしているところであり、また、施設の長寿命化に係る概算経費を捉え、

今後の施設のあり方を検討していこうとする中では、当然施設の統合や廃止なども視野に

入れた整理を進めていかなければならないと考えております。 

 以上のことから、ペットとの同行避難所については、先の質問に対して答弁しましたと

おり、文化伝習館などといった平常時から使用している既存の施設を環境省の指針も踏ま

えた運用にも配慮しつつ活用していくことが基本になると考えておりますことを申し上げ

まして、１番議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 村上敏晃議員。 

○１番（村上敏晃君） ただいまの答弁により、ペットとの同行避難場所にも活用できる

ドッグランについては、現時点では設置する考えではないということで理解いたしました。 

 現在の世界情勢や人口がどんどん減っていく状況を考えると、将来を考えたときに、新

たに施設を建てることは、やはりかなりハードルが高いものと理解しております。 

 一方で、ペットの避難所、言い換えるとペットが適切に避難することにつきましては、

ペットを飼っている人だけではなく、ペットを飼っていない人が避難所で穏やかに過ごす

ためにも重要な要素であると考えます。 

 先ほどの環境省のガイドラインの改定や当町の公共施設の今後のあり方の検討に注目さ

せていただきながら、このドッグランにつきましても、引き続き検討させていただきたい

と思います。 

 これをもちまして、同行避難場所のあり方とペットの避難所になるドッグランの整備の

質問を終わります。 

 以上で、私の一般質問を終了いたします。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、村上敏晃議員の一般質問を終わります。 

 これをもちまして、一般質問を終わります。 

 ここで、午後１時50分まで休憩といたします。 

（午後１時39分） 

                                       

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

（午後１時50分） 

                                       

     ◎議案第29号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第15、議案第29号、令和８年度新十津川町一般会計補正予算

第２号を議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第29号、令和８年度新十津川
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町一般会計補正予算第２号。 

 令和８年度新十津川町一般会計補正予算第２号は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,278万２千円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ85億207万２千円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 なお、23ページから27ページまでが第１表歳入歳出予算補正ですので、お目通し願いま

す。 

 これ以降の内容につきましては、副町長から申し上げますので、議決賜りますようよろ

しくお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 寺田佳正君登壇〕 

○副町長（寺田佳正君） ただいま上程いただきました議案第29号、令和８年度新十津川

町一般会計補正予算第２号の内容をご説明申し上げます。 

 はじめに、この度の補正の概要についてですが、歳入では、町民税の賦課額決定に伴う

財源の調整、税制改正に伴う予算の整理など、歳出においては、国の農業関係の補助金が

採択されたことに伴う予算措置となっております。 

 それでは、補正の内容につきまして、歳入歳出予算補正事項別明細書により、歳出から

説明いたしますので、40、41ページをお開き願います。 

 ６款１項２目農業振興費。補正額1,278万２千円。財源は、すべて国道支出金で、地域

農業構造転換支援事業補助金480万円、みどりの食料システム戦略推進交付金798万２千円

となります。 

 内容を申し上げます。 

 19番、地域農業構造転換支援事業480万円。この事業は、地域の中核的な担い手が、農

地を集約、引き受ける際に、経営改善に必要となる農業用機械や施設の導入を補助する国

の事業で、本年３月、国の令和７年度補正分として、農業者１戸が採択となったものでご

ざいます。 

 導入する農業機械は、自脱型コンバインで、補助率は10分の３、町を経由して、農業者

に補助金が交付される仕組みとなっております。 

 次に、20番、みどりの食料システム戦略推進事業798万２千円。みどりの食料システム

戦略は、農林水産業の生産力向上と持続可能性の両立を目指す国の戦略で、本町において

は、昨年度からその取組を進めておりますが、この戦略の推進に向けた事業メニューであ

る有機農業拠点創出・拡大加速化事業の今年度事業分の割当が、本年４月にありましたの

で、この度の予算計上となったものでございます。 

 予定されている主な事業については、有機農業実施計画の実現に向けた加工商品の提供、

有機ＪＡＳ認証取得の支援、自動除草機の実証などといった取組に313万４千円、先進地

視察や専門家による講演といった課題解決に向けた取組に381万５千円、道内外のイベン



- 33 - 

トにおけるＰＲ活動といった情報発信事業に101万３千円などとなっております。 

 事業は、新十津川町有機農業推進協議会が母体となって進めますが、事業費の全額が国

の交付金対象経費として、町を経由して協議会に交付されることとなっております。 

 続きまして、42、43ページ。 

 10款５項３目学校給食運営費は、財源更正となります。財源更正する事業は、学校給食

提供事業で、本年４月からスタートした国の学校給食費の抜本的な負担軽減、いわゆる公

立小学校給食費の実質無償化に伴って、北海道市町村学校給食費支援事業費交付金が交付

されることになったものでございます。 

 交付単価は、児童一人当たり月額5,200円で、長期休暇分を除く11か月分として、年額

５万7,200円、本町の対象児童数は324人ですので、交付金の総額は1,853万２千円となり

ます。 

 この制度が創設されたことによる町の給食費負担ですが、今年度、新たに予算措置する

こととした米価高騰に係る支援分を含め、本町児童分の賄材料費が約2,300万円となって

おりますので、交付金との差額約450万円が町の負担となります。 

 以上が、歳出の説明となります。 

 次に、歳入の説明に移ります。 

 歳入は、議案書、30ページから39ページとなりますが、特定財源として扱うものにつき

ましては、歳出のところで説明いたしましたので、一般財源についてご説明します。 

 30、31ページをご覧ください。 

 １款１項１目町民税個人。番号１番、現年課税分１億50万９千円は、令和７年度の所得

が確定し、令和８年度個人町民税の収入見込みが当初予算を大きく上回る見込みとなった

ことから増額補正するものでございます。 

 主な要因としましては、農業所得において、平成７年産米の取引価格が高騰したこと、

給与所得では、給与所得者数は減少しておりますが、近年の人手不足と物価高騰などによ

り、一人当たりの給与額が上昇したこと、年金所得では、年金額の改定により1.9パーセ

ントの引き上げが行われたことなどが想定されております。 

 参考までに、税額算出の基となる主な所得額について申し上げますと、農業所得額につ

いては約47億円で、前年対比172パーセント、給与所得額は約70億900万円で、前年対比

107パーセント、年金所得額は約８億2,000万円で、前年対比105パーセントといった状況

になっております。 

 次の１款３項１目環境性能割から34ページ、10款１項１目地方特例交付金までの補正に

ついては、同じ理由によるもので、令和８年度税制改正により自動車取得時に課税されて

いた自動車税環境性能割及び軽自動車税環境性能割が、令和８年３月31日をもって廃止さ

れましたので、影響のある税目、関連する交付金について予算補正をしたいとするもので

ございます。 

 平年であれば、新たな税制度によって当初予算の編成を行っておりますが、本年は、衆

議院議員選挙後の特別国会が年度を跨ぐ見込みとなり、各種審議の遅れも予想されたこと

から、税制改正前の仕組みをもって予算の編成を進めることとしたため、この度の予算補

正となったものです。 

 このような事情から、30ページ、31ページ、３項１目環境性能割。101万４千円の減額
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は、前年度取得車両分に係る課税見込額を除いて減額補正を行うもの、２目種別割。

2,342万７千円の減額は、環境性能割の廃止に伴って、税目の種別割が軽自動車税に変更

となりましたので、この目の１節、現年課税分の予算をすべて減額し、新たに、３目軽自

動車税、１節、現年課税分に組み替えるものとなります。 

 32、33ページをご覧ください。 

 ８款１項１目環境性能割交付金1,099万９千円の減額は、自動車税環境性能割の廃止に

伴うものですが、北海道から前年度に取得された車両分の精算金が交付される可能性があ

ることから、科目存置としてございます。 

 34、35ページになります。 

 10款１項１目地方特例交付金1,201万３千円は、自動車税環境性能割及び軽自動車税環

境性能割の廃止に伴う代替財源でございまして、地方自治体の減収分については、当分の

間、国の責任において全額が補填される仕組みとなっていることから、本町の影響見込分

について予算計上するものでございます。 

 38、39ページをお開きください。 

 19款１項１目基金繰入金。番号１番、財政調整繰入金１億1,904万１千円の減額は、町

税の増額補正をはじめとする一般会計全体の財源調整として、予算補正を行うものでござ

います。 

 参考までに、本年６月１日現在の財政調整基金の残高でございますが、９億2,902万円

となってございます。 

 以上、一般会計補正予算の内容説明とさせていただきます。よろしくご審議賜りますよ

うお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、議案第29号について、提案理由並びに内容の説明を終わ

ります。 

                                       

     ◎議案第30号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第16、議案第30号、令和８年度新十津川町国民健康保険特別

会計補正予算第１号を議題といたします。 

 提案者の提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第30号、令和８年度新十津川

町国民健康保険特別会計補正予算第１号。 

 令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算第１号は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ31万６千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２億8,749万２千円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 なお、46ページ、47ページは、第１表歳入歳出予算補正ですので、お目通し願います。 
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 内容につきましては副町長から申し上げますので、議決賜りますようよろしくお願いを

申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由の説明を終わります。 

 引き続き、内容の説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 寺田佳正君登壇〕 

○副町長（寺田佳正君） ただいま上程いただきました議案第30号、令和８年度新十津川

町国民健康保険特別会計補正予算第１号の内容をご説明申し上げます。 

 はじめに、この度の補正の概要についてですが、歳出では、空知中部広域連合への負担

金の増額、歳入では、国民健康保険税制度の改正による補正が主なものとなります。 

 それでは、補正の内容につきまして、歳入歳出予算補正事項別明細書により、歳出から

説明いたしますので、52、53ページをお開き願います。 

 １款１項２目広域連合負担金。補正額469万８千円。財源は、すべて一般財源となりま

す。 

 補正の内容ですが、１番、国民健康保険事業広域連合負担金469万８千円は、公的医療

保険制度において、令和８年４月から負担が始まりました、子ども・子育て支援金に係る

分賦金について予算計上するものです。 

 本来であれば、令和８年度当初予算に計上すべきものですが、特別国会が年度をまたぐ

状況となり、各種審議の遅れが予想されたことから、当初予算での計上を見送り、この度

の予算計上としたものでございます。 

 次に、２款１項１目基金積立金。補正額438万２千円の減額。財源は、すべて一般財源

で、国民健康保険税率の改正に伴う財源調整として、国民健康保険事業基金の積立額を減

額するものでございます。 

 参考までに、本年６月１日現在の国民健康保険事業基金の残高を申し上げますと、２億

3,047万円となってございます。 

 次に、歳入の説明となります。50、51ページをお開きください。 

 １款１項１目国民健康保険税。補正額31万６千円。１節、医療給付費分現年課税分から

３節、介護納付金分現年課税分までは、令和８年度の国民健康保険税率の改正及び前年所

得の確定に伴う減額補正、７節、子ども・子育て支援金分現年課税分は、新制度が創設さ

れたことによる賦課額の計上となります。 

 以上、国民健康保険特別会計補正予算の内容説明とさせていただきます。よろしくご審

議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、議案第30号について、提案理由並びに内容の説明を終わ

ります。 

                                       

     ◎議案第31号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第17、議案第31号、工事請負契約の締結についてを議題とい

たします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 
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〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第31号、工事請負契約の締結

について。 

 町は、次のとおり請負契約を締結する。 

 提案理由でございます。 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、

議決を求めるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 １、契約の目的、文京西４線舗装改修工事。 

 ２、契約の方法、指名競争入札。 

 ３、工事場所、新十津川町字総進。 

 ４、契約金額、金１億3,035万円 

 ５、契約の相手方、遠藤・新十津川建設運輸特定建設工事共同企業体。代表者、樺戸郡

新十津川町字中央39番地38、株式会社遠藤組、代表取締役、那須和人。 

 構成員、樺戸郡新十津川町字中央41番地26、株式会社新十津川建設運輸、代表取締役、

三戸正志。 

 次の56ページをお開きください。 

 参考資料として、指名業者及び工事の概要が記載されておりますので、お目通し願いま

す。 

 なお、履行期限は、令和８年12月21日を予定しております。 

 以上申し上げまして、提案理由と内容の説明とさせていただきます。議決賜りますよう

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第31号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第31号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第31号、工事請負契約の締結については、原案のとおり可決されまし

た。 
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     ◎議案第32号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第18、議案第32号、工事請負契約の締結についてを議題とい

たします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第32号、工事請負契約の締結

について。 

 町は、次のとおり請負契約を締結する。 

 提案理由でございます。 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、

議決を求めるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 １、契約の目的、文京団地公営住宅外部改修工事第１期。 

 ２、契約の方法、指名競争入札。 

 ３、工事場所、新十津川町字中央。 

 ４、契約金額、金9,383万円。 

 ５、契約の相手方、樺戸郡新十津川町字中央530番地１、株式会社久保田組、代表取締

役、久保田哲也。 

 次の58ページをお開きください。 

 参考資料として、指名業者及び工事概要が記載されてございますので、お目通し願いま

す。 

 なお、履行期限は、令和８年11月13日を予定しております。 

 以上申し上げまして、提案理由と内容の説明とさせていただきます。議決賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第32号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第32号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第32号、工事請負契約の締結については、原案のとおり可決されまし

た。 

                                       

     ◎議案第33号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第19、議案第33号、工事請負契約の締結についてを議題とい

たします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第33号、工事請負契約の締結

について。 

 町は、次のとおり請負契約を締結する。 

 提案理由でございます。 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、

議決を求めるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 １、契約の目的、新十津川消防団第３、第４分団詰所建設工事。 

 ２、契約の方法、指名競争入札。 

 ３、工事場所、新十津川町字中央。 

 ４、契約金額、金１億5,840万円。 

 ５、契約の相手方、岩倉・久保田特定建設工事共同企業体。代表者、札幌市中央区南１

条西７丁目16番２、岩倉建設株式会社、取締役社長、鈴木泰至。 

 構成員、樺戸郡新十津川町字中央530番地１、株式会社久保田組、代表取締役、久保田

哲也。 

 60ページをお開きください。 

 参考資料として、指名業者及び工事の概要が記載されておりますので、お目通し願いま

す。 

 なお、履行期限は、令和９年２月15日を予定しております。 

 以上申し上げまして、提案理由と内容の説明とさせていただきます。議決賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第33号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第33号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第33号、工事請負契約の締結については、原案のとおり可決されまし

た。 

                                       

     ◎議案第34号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第20、議案第34号、工事請負契約の締結についてを議題とい

たします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程いただきました議案第34号、工事請負契約の締結に

ついて。 

 町は、次のとおり請負契約を締結する。 

 提案理由でございます。 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、

議決を求めるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 １、契約の目的、スポーツセンター暖房設備改修工事。 

 ２、契約の方法、指名競争入札。 

 ３、工事場所、新十津川町字総進。 

 ４、契約金額、金１億6,126万円。 

 ５、契約の相手方、サンプラント・太陽特定建設工事共同企業体。代表者、札幌市豊平

区豊平１条１丁目１番１号、株式会社サンプラント札幌支店、常務取締役支店長、三浦武

則。 

 構成員、樺戸郡新十津川町字中央331番地２、太陽ホーム株式会社、代表取締役、阿部

清。 

 次の62ページをお開きください。 

 参考資料として、指名業者及び工事の概要が記載されておりますので、お目通し願いま

す。 

 なお、履行期限は、令和８年12月４日を予定しております。 

 以上申し上げまして、提案理由と内容の説明とさせていただきます。議決賜りますよう

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第34号について、提案理由並びに内容の説明を終わり
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ます。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

 10番、西内議員。 

○10番（西内陽美君） このスポーツセンター暖房設備改修工事につきましては、１定の

予算説明時にもご説明いただいたんですけれども、改めて工事をするために閉館する期間

と、利用開始をいつからと想定されているのかをお伺いさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（小松敬典君） それでは10番議員の質疑にお答えさせていただき

ます。 

 スポーツセンターにつきましては、この契約締結後、８月までにつきましては、通常の

運用をしながら工事の方に取りかかることとしております。ただし、合宿、それから大会

等については控えていただくよう、関係する団体、利用者の方に説明してございます。 

 その後、９月、10月、２か月間は完全閉鎖としまして、一般の利用は禁止しているとい

うような期間を２か月間取ります。 

 その後、11月初旬から中旬にかけて通常運用しながら、一部床の下の工事だとか、そう

いった部分をする予定でございまして、11月下旬からは通常の運用ができるというような

段取りで進める予定としております。以上です。 

○議長（小玉博崇君） よろしいでしょうか。 

 10番、西内議員。 

○10番（西内陽美君） 続けてお伺いさせていただきます。閉館が９月、10月と完全閉館

ということで、一般の町民の方も利用されてる方たくさんいらっしゃると思いますが、こ

の完全閉館となりますと、スポーツする機会がすべて失われるような心配もございます。

制限がかかるのは当たり前だと思うんですけれども、その２か月間の間に何か他にスポー

ツをする場所ですとか、代替施設のようなものをご検討されるようなお考えはないのか、

お伺いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（小松敬典君） それでは10番議員の質疑にお答えさせていただき

ます。 

 昨年から関係する団体に周知しておりますので、使用できない期間につきましては、そ

れぞれの団体が見つけていただくような形で進めていただいているということでお聞きし

ておりますが、一部少年団だとか、そういった特に児童に関する少年団につきましては、

小学校の体育館の開放と合わせて、日にちをずらす形で利用できれば、そちらの方を利用

してくださいというような周知もしてございますので、そういった形で今後進めることと

してございます。以上です。 

○議長（小玉博崇君） よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 
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○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第34号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第34号、工事請負契約の締結については、原案のとおり可決されまし

た。 

                                       

     ◎議案第35号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第21、議案第35号、財産の取得についてを議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程いただきました議案第35号、財産の取得について。 

 町は、次のとおり財産を取得する。 

 提案理由でございます。 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、

議決を求めるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 １、名称及び数量、小中学校学習者用タブレット端末一式。 

 ２、取得の目的、機器の老朽による更新。 

 ３、契約の方法、随意契約。 

 ４、取得価格、金3,428万5,020円。 

 ５、契約の相手方、札幌市中央区南１条西３丁目２番地、大丸株式会社、代表取締役、

芹田昭彦。 

 次の64ページをお開きください。 

 参考資料として、見積業者名及び財産の規格等が記載されておりますので、お目通し願

います。 

 なお、納入期限につきましては、令和９年３月31日を予定しております。 

 以上申し上げまして、提案理由と内容の説明とさせていただきます。議決賜りますよう

よろしくお願いをいたします。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第35号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

 ただちに質疑に入ります。 
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 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第35号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第35号、財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎散会の宣告 

○議長（小玉博崇君） 以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 なお、明日11日は、議案調査のため休会となっております。 

 12日は、午前10時から本会議を再開しますので、よろしくお願いします。 

 それでは、本日の本会議はこれにて散会いたします。 

 皆さん、大変お疲れさまでした。 

（午後２時28分） 
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令和８年第２回新十津川町議会定例会 

 

令和８年６月12日（金曜日） 

午前10時開会 

 

◎議事日程（第２号） 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 議会運営委員長報告 

 第３ 経済文教常任委員会審査報告 

    委員会報告第３号 陳情第１号（ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林 

                  業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書の 

                  提出を求める陳情） 

 第４ 陳情第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充 

          実・強化を求める意見書の提出を求める陳情 

 第５ 議案第28号 新十津川町下水道条例の一部改正について 

          （質疑、討論及び採決） 

 第６ 議案第29号 令和８年度新十津川町一般会計補正予算（第２号） 

          （質疑、討論及び採決） 

 第７ 議案第30号 令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

          （質疑、討論及び採決） 

 第８ 議案第36号 新十津川町公平委員会委員の選任について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第９ 議案第37号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第10 議案第38号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第11 議案第39号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第12 議案第40号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第13 議案第41号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第14 議案第42号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第15 議案第43号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第16 議案第44号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第17 議案第45号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 



- 45 - 

 第18 議案第46号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第19 議案第47号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第20 議案第48号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第21 議案第49号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第22 議案第50号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第23 議案第51号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第24 議案第52号 新十津川町農業委員会委員の任命について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第25 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第26 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第27 議案第27号 新十津川町国民健康保険税条例の一部改正について 

          （訂正内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第28 議案第53号 令和８年度新十津川町一般会計補正予算（第３号） 

          （内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第29 発議第２号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充 

          実・強化を求める意見書 

          （提案理由、内容説明、質疑、討論及び採決） 

 第30 議員の派遣について 

 第31 閉会中委員会所管事務調査申し出について 
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    ３番 深 瀬 美奈子 君    ４番 三 師 優 美 君 

    ５番 大 畠 光 敬 君    ７番 杉 本 初 美 君 

    ８番 鈴 井 康 裕 君    ９番 樋 坂 里 子 君 

    10番 西 内 陽 美 君    11番 小 玉 博 崇 君 

 

 

◎欠席議員（０名） 
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◎地方自治法第121条により出席した者の職氏名 

    町長         谷 口 秀 樹 君 

    副町長        寺 田 佳 正 君 

    教育長        久保田 純 史 君 

    代表監査委員     岩 井 良 道 君 

    監査委員       奥 芝 理 郎 君 

    総務課長       久保田 篤 司 君 

    住民課長       佐 藤 武 久 君 

    保健福祉課長     窪 田 謙 治 君 

    産業振興課長兼 

    農業委員会事務局長  鎌 田 章 宏 君 

    建設課長       千 石 哲 也 君 

    会計管理者      平 川 宏 之 君 

    教育委員会事務局長  小 松 敬 典 君 

 

 

◎職務のために出席した者の職氏名 

    議会事務局長     坂 下 佳 則 君 
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     ◎開議の宣告 

○議長（小玉博崇君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいま出席している議員は、10名であります。定足数に達しておりますので、これよ

り本日の会議を開きます。 

（午前10時00分） 

                                       

     ◎議事日程の報告 

○議長（小玉博崇君） 本日の議事日程は、お手元に配付してあります日程表に基づき、

順を追って進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

     ◎会議録署名議員の指名 

○議長（小玉博崇君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、新十津川町議会会議規則第127条の規定により、１番、村上敏晃議

員。２番、工藤健議員。両議員を指名いたします。 

                                       

     ◎議会運営委員長報告 

○議長（小玉博崇君） 日程第２、議会運営委員長報告を行います。 

 報告を求めます。 

 鈴井議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 鈴井康裕議員登壇〕 

○議会運営委員長（鈴井康裕君） 皆さん、おはようございます。議会運営委員会からの

報告をいたします。 

 議会運営委員会については、本日、急遽行いました。 

 出席者については、記載のとおり。説明員として、寺田副町長、久保田総務課長にお越

し願っております。 

 協議結果でございます。 

 令和８年第２回定例会付議案件の追加についてでございます。 

 議案第53号、令和８年度新十津川町一般会計補正予算第３号を追加で付議する旨、総務

課長から説明を受けております。 

 令和８年第２回定例会の会期については変更しない、並びに日程については、裏面のと

おり執り進めるということに決定いたしました。 

 以上で、議会運営委員会からの報告を終了します。 

○議長（小玉博崇君） 議会運営委員長の報告が終わりました。 

                                       

     ◎経済文教常任委員会審査報告、質疑 

○議長（小玉博崇君） 日程第３、経済文教常任委員会審査報告を行います。 

 ６月10日の定例本会議におきまして、経済文教常任委員会に付託しております陳情第１

号の審査結果の報告を求めます。 

 村上経済文教常任委員長。 



- 48 - 

〔経済文教常任委員長 村上敏晃議員登壇〕 

○経済文教常任委員長（村上敏晃君） 議長の指示がありましたので、経済文教常任委員

会の審査結果を報告いたします。 

 本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、新十津川町議会

会議規則第94条及び第95条の規定により報告いたします。 

 陳情第１号、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強

化を求める意見書の提出を求める陳情。 

 審査結果、採択すべきもの。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（小玉博崇君） 報告を終わります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

                                       

     ◎陳情第１号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第４、陳情第１号、ゼロカーボン北海道の実現に資する森

林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書の提出を求める陳情を議題といたし

ます。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第１号を採決いたします。 

 本件に対する委員長報告は、採択すべきものです。 

 委員長報告のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、陳情第１号、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施

策の充実・強化を求める意見書の提出を求める陳情は、委員長報告のとおり採択すること

に決定いたしました。 

                                      

○議長（小玉博崇君） 先ほど、採択することに決定した陳情第１号につきまして、意見

書を審議する必要がございます。 

 議案配付のため、暫時休憩いたします。 

（暫時休憩） 

〔議案配付〕 

○議長（小玉博崇君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 
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     ◎日程変更 

○議長（小玉博崇君） ここで、議会事務局長から日程の変更を申し上げます。 

 議会事務局長。 

○議会事務局長（坂下佳則君） それでは、議事日程の変更について申し上げます。 

 皆さまにお配りしております議事日程表をご覧ください。 

 日程第30の閉会中委員会所管事務調査申し出についてを日程第31とし、日程第29の議員

の派遣についてを日程第30とし、日程第28の次に日程第29として、発議第２号、ゼロカー

ボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書を追加

いたします。 

 以上１件について、よろしくお願いいたします。 

                                       

     ◎議案第27号の訂正について 

○議長（小玉博崇君） 日程５に入る前に、新十津川町議会会議規則第20条第２項の規定

により、町長から訂正の許可請求がありましたので、町長から訂正の理由について説明を

求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） 改めまして、おはようございます。議長のお許しをいただきまし

たので、発言をさせていただきます。 

 ６月10日に上程されました議案第27号、新十津川町国民健康保険税条例の一部改正案に

おいて、議案書の一部訂正がございます。後ほど訂正した議案を提出させていただきます

ので、ご理解を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 訂正理由の説明を終わります。 

 会議の議題となった事件の訂正については、新十津川町議会会議規則第20条第１項にお

いて、議会が許可することにより行える規定となっておりますので、皆さんにお諮りいた

します。 

 説明があったとおり、議案第27号の訂正を許可することにしたいと思いますが、これに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」という人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第27号の訂正を許可することについて決定いたしました。 

 議案第27号については、後ほど審議することとし、日程第６以降を順をおって進めてま

いりますので、よろしくお願いいたします。 

                                       

○議長（小玉博崇君） 日程第６に入る前に、議案第28号から議案第30号までの案件につ

きましては、６月10日の定例本会議で提案理由並びに内容の説明を終わっております。 

 よって、ただちに質疑に入りますのでよろしくお願いいたします。 

                                       

     ◎議案第28号の質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第５、議案第28号、新十津川町下水道条例の一部改正につい
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てを議題といたします。 

 質疑はございませんか。 

 10番、西内議員。 

○10番（西内陽美君） お伺いさせていただきます。今回の条例の一部改正ですけれども、

ほかの自治体でも同様に、こういった状況になったときには条例を改正しようというよう

な動きがあるのかどうかということを、もし情報がおありでしたらお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（千石哲也君） ただいまの10番議員の質疑にお答えいたします。 

 近隣で全部は調べていないんですけれども、滝川、砂川は、同じように条例改正を行っ

ております。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） よろしいでしょうか。 

 10番、西内議員。 

○10番（西内陽美君） お伺いいたします。こういった対応として、近隣市町などの広域

で同時にこういった条例を制定して、災害があった時にはお互いに支援をし合いましょう

というような動きというのは出てはいないんでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（千石哲也君） ただいまの10番議員の質疑にお答えいたします。 

 今回の条例改正につきましては、あくまでも家庭の設備に関して特例を設けるものでご

ざいます。ただ、下水道自体の本管又は処理場に関しまして、大きな災害があったときに

は、平成28年度に北海道が取りまとめておりまして、そういう災害があった時には、下水

道協会等が中心になって修繕並びに調査を行うという協定は結んでおります。ただ、近隣

でのそういう協定は結んでおりません。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第28号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第28号、新十津川町下水道条例の一部改正については、原案のとおり
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可決されました。 

                                       

     ◎議案第29号の質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第６、議案第29号、令和８年度新十津川町一般会計補正予算

第２号を議題といたします。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第29号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第29号、令和８年度新十津川町一般会計補正予算第２号は、原案どお

り可決されました。 

                                       

     ◎議案第30号の質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第７、議案第30号、令和８年度新十津川町国民健康保険特別

会計補正予算第１号を議題といたします。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第30号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第30号、令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算第１号

は、原案のとおり可決されました。 
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     ◎議案第36号の質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第８、議案第36号、新十津川町公平委員会委員の選任につい

てを議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第36号、新十津川町公平委員

会委員の選任について。 

 新十津川町公平委員会委員に次の者を選任したいので、同意を求める。 

 提案理由でございます。 

 公平委員会委員が令和８年８月22日付けで任期満了となるため、地方公務員法第９条の

２第２項の規定により同意を求めるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、平幹夫。 

 住所、生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 平氏は、新十津川町民生委員児童委員を歴任され、平成26年８月からは、現職の公平委

員会委員としてご活躍されております。地域の信頼も高く、高潔な人格と識見を有してお

りますので、引き続き公平委員会委員として選任したいとするものでございます。 

 以上を申し上げまして、提案理由と内容の説明とさせていただきます。何とぞご同意賜

りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 提案理由並びに内容の説明を終わります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第36号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第36号、新十津川町公平委員会委員の選任については、原案のとおり

同意することに決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第37号の上程、説明、質疑、討論及び採決 
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○議長（小玉博崇君） 日程第９、議案第37号、新十津川町農業委員会委員の任命につい

てを議題といたします。 

 ここで、地方自治法第117条の規定により、西内陽美議員の退席を求めます。 

〔10番 西内陽美議員退場〕 

○議長（小玉博崇君） 本案件につきまして、提案者の提案理由並びに内容の説明を求め

ます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程いただきました議案第37号、新十津川町農業委員会

委員の任命について。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 提案理由でございます。 

 農業委員会委員が令和８年７月19日付けで任期満了となるため、農業委員会等に関する

法律第８条第１項の規定により、同意を求めるものでございます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、西内陽美。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 西内氏は、平成23年５月より現職の町議会議員、令和５年５月から町議会副議長として

ご活躍されております。町民からの信望も厚く、非農家の立場から農業委員会が所管する

業務について公正中立な判断をしていただくために、農業委員として適任であると考え、

任命したいとするものでございます。 

 以上を申し上げまして、提案理由と内容の説明とさせていただきます。何とぞご同意賜

りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で議案第37号について、提案理由並びに内容の説明を終わり

ます。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第37号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第37号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

 西内陽美議員の入場を求めます。 

〔10番 西内陽美議員入場〕 

○議長（小玉博崇君） ここで、先ほどの採決の結果について、ご本人にお伝えいたしま

す。 

 本議会は、西内陽美議員を新十津川町農業委員会委員に任命することに同意したことを

お知らせいたします。 

                                       

     ◎一括上程 

○議長（小玉博崇君） お諮りいたします。 

 次に上程されます日程第10から日程第24までの案件につきまして、一括して上程したい

と思いますが、これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第10、議案第38号、新十津川町農業委員会委員の任命についてから日

程第24、議案第52号、新十津川町農業委員会委員の任命についてまでは、一括議題とする

ことに決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第38号から議案第52号までの上程、説明、質疑 

○議長（小玉博崇君） それでは、議案第38号から議案第52号までについて、提案者の提

案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま一括上程をいただきました議案第38号から議案第52号ま

での提案理由と内容の説明を申し上げます。 

 議案第38号、新十津川町農業委員会委員の任命について。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 提案理由でございます。 

 農業委員会委員が令和８年７月19日付けで任期満了となるため、農業委員会等に関する

法律第８条第１項の規定により、同意を求めるものでございます。 

 なお、これ以降議案52号まで、提案理由は同様でございますので割愛をさせていただき

ます。 

 次に、内容の説明を申し上げます。 

 氏名、高桑斉。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 高桑氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、ＪＡピンネ総代、

長ねぎ生産部会長を歴任され、令和５年７月から現職の農業委員としてご活躍されていま

す。農業への識見も高く、地域の農業者からの推薦もあることから、農業委員として適任
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であると考え、任命したいとするものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、次のページ。 

 議案第39号、新十津川町農業委員会委員の任命について。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、齋藤信也。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 齋藤氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、ＪＡピンネ総代、

農民協議会執行委員、大和区副区長としてご活躍されています。農業への識見も高く、地

域の農業者からの推薦もあることから、農業委員として適任であると考え、任命したいと

するものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、次のページお願いします。 

 議案第40号、新十津川町農業委員会委員の任命について。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、中川雅樹。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 中川氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、農民協議会執行

委員、ＪＡピンネ総代を歴任され、令和５年７月からは現職の農業委員としてご活躍され

ています。農業への識見も高く、地域の農業者からの推薦もあることから、農業委員とし

て適任であると考え、任命したいとするものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、次のページ。 

 議案第41号、新十津川町農業委員会委員の任命について。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、高橋和彦。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 高橋氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、ＪＡピンネ総代、

土地改良区総代としてご活躍されています。農業への識見も高く、地域の農業者からの推

薦もあることから、農業委員として適任であると考え、任命したいとするものでございま

す。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、議案第42号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 
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 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、政所尚人。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 政所氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、ＪＡピンネ総代

としてご活躍されております。農業への識見も高く、地域の農業者からの推薦もあること

から、農業委員として適任であると考え、任命したいとするものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、議案第43号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、稲葉敏。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 稲葉氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、徳富区区長、土

地改良区の総代を歴任され、令和２年７月からは現職の農業委員としてご活躍されていま

す。農業への識見も高く、地域の農業者からの推薦もあることから、農業委員として適任

であると考え、任命したいとするものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、議案第44号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、小野寺覚氏。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 小野寺氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、ＪＡピンネ総

代、農民協議会執行委員としてご活躍されています。農業への識見も高く、地域の農業者

からも推薦があることから、農業委員として適任であると考え、任命したいとするもので

ございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、議案第45号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、木村文秋。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 
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 木村氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、花月区区長、農

業共済組合総代を歴任され、平成29年７月からは現職の農業委員としてご活躍されていま

す。農業への識見も高く、地域の農業者からの推薦もあることから、農業委員として適任

であると考え、任命したいとするものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、議案第46号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、林雄一。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 林氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、そば生産部会長、

農民協議会執行委員を歴任され、令和５年７月からは現職の農業委員としてご活躍されて

います。農業への識見も高く、地域の農業者からの推薦もあることから、農業委員として

適任であると考え、任命したいとするものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、議案第47号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、髙橋友司。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 髙橋氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、共済組合損害評

価委員、共済組合総代を歴任され、令和５年７月からは現職の農業委員としてご活躍され

ています。農業への識見も高く、共済組合からの推薦もあることから、農業委員として適

任であると考え、任命したいとするものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、議案第48号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、新井隆之。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 新井氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、ＪＡピンネ代表

理事専務を務め、令和２年７月からは現職の農業委員としてご活躍されています。農業へ

の識見も高く、ＪＡピンネからの推薦であることから、農業委員として適任であると考え、

任命したいとするものでございます。 
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○町長（谷口秀樹君） 続きまして、議案第49号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、前川階孝。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 前川氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、土地改良区総代、

ＪＡピンネ総代としてご活躍されています。農業への識見も高く、地域の農業者からの推

薦もあることから、農業委員として適任であると考え、任命したいとするものでございま

す。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、議案第50号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、長太均。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 長太氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も熱く厚く、ＪＡピンネ

青年部長、ＪＡピンネ総代を歴任され、令和５年７月から現職の農業委員としてご活躍さ

れています。農業への識見も高く、地域の農業者からの推薦もあることから、農業委員と

して適任であると考え、任命したいとするものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 続きまして、議案第51号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 

 新十津川町農業委員会委員の委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、阪口徳幸。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 阪口氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、土地改良区の総

代、理事を歴任され、平成30年３月から理事長及び現職の農業委員としてご活躍されてい

ます。農業への識見も高く、土地改良区からの推薦であることから、農業委員として適任

であると考え、任命したいとするものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 最後ですが、議案第52号、新十津川町農業委員会委員の任命につ

いて。 

 新十津川町農業委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 
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 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、小林勝。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 小林氏は認定農業者であり、地域で中心的な農業者として信頼も厚く、総進区区長、畜

産振興協議会会長を歴任され、令和２年７月から現職の農業委員としてご活躍されていま

す。農業への識見も高く、地域の農業者からの推薦もあることから、農業委員として適任

であると考え、任命したいとするものでございます。 

 以上申し上げまして、一括上程させていただきました議案38号から議案52号までの提案

理由と内容の説明とさせていただきます。何とぞご同意賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、議案第38号から議案第52号までの提案理由並びに内容の

説明を終わります。 

                                       

     ◎議案第38号から議案第52号まで一括質疑 

○議長（小玉博崇君） 議案第38号から議案第52号まで、ただちに質疑に入ります。 

 質疑につきましても一括して行い、討論及び採決は１件ずつ進めてまいります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

                                       

     ◎議案第38号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） これよりは、案件ごとに討論と採決を行います。 

 初めに議案第38号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第38号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第38号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

◎議案第39号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第39号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 



- 60 - 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第39号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第39号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第40号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第40号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第40号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第40号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第41号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第41号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第41号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第41号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第42号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第42号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 
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 これで討論を終わります。 

 これより議案第42号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第42号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第43号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第43号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第43号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第43号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第44号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第44号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第44号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第44号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第45号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第45号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 
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 これより議案第45号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第45号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第46号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第46号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第46号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第46号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第47号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第47号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第47号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第47号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第48号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第48号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第48号を採決いたします。 
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 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第48号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第49号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第49号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第49号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第49号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                       

     ◎議案第50号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第50号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第50号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第50号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                        

     ◎議案第51号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第51号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第51号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第51号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                        

     ◎議案第52号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、議案第52号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第52号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第52号、新十津川町農業委員会委員の任命については、同意すること

に決定いたしました。 

                                        

     ◎一括上程 

○議長（小玉博崇君） お諮りいたします。 

 次に上程されます日程第25及び日程第26の案件につきまして、一括して上程したいと思

いますが、これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第25、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について及び日程第26、

諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦については、一括議題とすることに決定をいたし

ました。 

                                       

     ◎諮問第１号及び第２号の上程、説明、質疑 

○議長（小玉博崇君） それでは、諮問第１号及び諮問第２号につきまして、提案者の提

案理由並びに内容の説明を求めます。 

 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま一括上程いただきました諮問第１号及び諮問第２号の提

案理由と内容説明を申し上げます。 

 諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について。 

 人権擁護委員の候補者に次の者を推薦したいので、意見を求める。 

 提案理由でございます。 

 人権擁護委員法第６条第３項の規定により、意見を求めるものでございます。 

 なお、提案理由につきましては、諮問第２号も同様でございますので割愛をさせていた
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だきます。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、新井和幸。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 新井氏は、永きにわたり小中学校の教諭、教頭、校長として教べんをとられ、常に児童

生徒に寄り添い歩んでこられました。これら豊富な教育経験により、人格識見が高く、人

権擁護の理念についての理解も十分兼ね備えていることから、人権擁護委員として適任で

あると考え、法務局へ推薦したいとするものでございます。 

                                       

○町長（谷口秀樹君） 次のページをお開きください。続きまして、諮問第２号、人権擁

護委員候補者の推薦について。 

 人権擁護委員の候補者に次の者を推薦したいので、意見を求める。 

 内容の説明を申し上げます。 

 氏名、中嶋祐子。 

 住所及び生年月日は、記載のとおりでございます。 

 内容の説明を加えさせていただきます。 

 中嶋氏は、新十津川町民生委員として地域の高齢者や弱者に寄り添った活動をされてい

ます。地域住民への声掛けや目配りなど、身近な相談相手として、地域の信頼も高く、人

権擁護の理念についての理解も十分兼ね備えていることから、人権擁護委員として適任で

あると考え、法務局へ推薦したいとするものでございます。 

 以上を申し上げまして、一括上程させていただきました諮問１号及び諮問第２号の提案

理由と内容の説明とさせていただきます。何とぞご意見賜りますよう、よろしくお願いを

いたします。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、諮問第１号及び諮問第２号の提案理由並びに内容の説明

を終わります。 

                                       

     ◎諮問第１号及び諮問第２号の一括質疑 

○議長（小玉博崇君） 本案件は、適任又は不適任、いずれかの意見を答申する議決であ

ります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑につきましても一括で行い、討論及び採決は１件ずつ進めてまいります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

                                       

     ◎諮問第１号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） これよりは、案件ごとに討論と採決を行います。 

 初めに、諮問第１号について討論を行います。 
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 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより、諮問第１号を採決いたします。 

 本諮問に対しては、適任として意見を答申することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦については、適任として意見を答

申することに決定いたしました。 

                                       

     ◎諮問第２号の討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 次に、諮問第２号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより、諮問第２号を採決いたします。 

 本諮問に対しては、適任として意見を答申することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦については、適任として意見を答

申することに決定いたしました。 

 ここで、11時10分まで休憩をいたします。 

（午前10時57分） 

                                       

○議長（小玉博崇君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

（午前11時10分） 

                                       

     ◎議案第27号訂正箇所の内容説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 先ほど訂正の許可をいたしました日程５の案件につきまして、準

備が整いましたので、ここで日程第５、議案第27号について審査をしたいと思います。 

 日程第５、議案第27号は、６月10日の定例本会議で、提案理由並びに内容の説明を終

わっておりますが、先ほど議案の訂正を許可いたしましたので、その部分について内容の

説明を求めます。 

 住民課長。 

〔住民課長 佐藤武久君登壇〕 

○住民課長（佐藤武久君） まず最初に、この度、議案の訂正がありましたことにつきま

して、深くお詫び申し上げます。 

 それでは、訂正の内容についてご説明申し上げます。 
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 議案書につきましては、13ページから17ページまでの議案第27号、新十津川町国民健康

保険税条例の一部改正の中の訂正でございます。 

 訂正箇所につきましては、14ページをお開きください。 

 14ページの８行目、第９条の３の中で第２条第５項の所得割額は、基礎控除後の総所得

金額等に100分の29を乗じて算定するとなっておりました。この100分の29という税率の部

分につきまして、ただいまお手元に追加でお配りしております議案第27号の、同じく14

ページの８行目の下線アンダーラインを引いている箇所のとおり、100分の0.29に訂正す

るものでございます。 

 この度は、大変申し訳ございませんでした。よろしくご審議いただき、議決賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で内容の説明を終わります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

 １番、村上議員。 

○１番（村上敏晃君） お伺いいたします。まず、今回新しく追加になる子ども・子育て

支援金の徴収についてお伺いします。こちら、被用者保険に加入されている方は、令和８

年４月の保険料から対象で、５月の給与から天引きされるとなっておりますが、当町で国

民健康保険に加入されている方の徴収が実際に開始されるのは、いつからなのかお伺いし

たいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 住民課長。 

○住民課長（佐藤武久君） ただいまの１番議員のご質疑にお答えいたします。 

 本町の方は、令和８年度の賦課、令和８年度分の国民健康保険税の賦課からとなります

ので、７月に通知書を発付して、それ以降の徴収となるものでございます。以上でござい

ます。 

○議長（小玉博崇君） よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 １番、村上議員。 

○１番（村上敏晃君） 子ども・子育て支援金の、今度は保険料率についてお伺いいたし

ます。当町の国民健康保険加入者は、北海道全体で統一された0.29パーセントとの説明を

受けておりました。一方で、被用者保険に加入されている方は、国が一律で0.23パーセン

トと定めています。 

 これと比較して、北海道の統一した保険料率が0.06パーセント高くなっている理由につ

いて、北海道からどのような説明を受けているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 住民課長。 

○住民課長（佐藤武久君） ただいまの１番議員のご質疑にお答えいたします。 

 ただいまの被用者保険との差につきましては、特に北海道の方から説明というものはご

ざいません。ただ、いろいろな費用ですとか、そういったものを計算した上での国民健康

保険税におけるそういった率の算定上、そういうふうに北海道として統一するということ
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でございますので、その結果であろうかと思われます。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 １番、村上議員。 

○１番（村上敏晃君） お伺いいたします。続きまして、今回の課税限度額の引き上げや

軽減判定所得基準額の引き上げの影響につきまして、詳しくお伺いしたいと思います。 

○議長（小玉博崇君） 答弁を求めます。 

 住民課長。 

○住民課長（佐藤武久君） ただいまの１番議員のご質疑にお答えいたします。 

 まず、課税限度額の引き上げの影響額でございますが、影響額の出し方としまして、令

和８年度分の税額算定の基礎となる所得を基に計算した結果、それぞれ改正前の限度額、

改正後の限度額で、それぞれ税額を試算し比較した場合、限度額が適用される世帯は103

世帯から102世帯に減少する見込みでございます。ですので、改正により限度額を超えな

いこととなる世帯は、１世帯でございます。 

 税収としては、102万円程度の増となる見込みでございます。 

 次に、軽減判定所得基準額の引き上げに関するものでございますが、同じく令和８年度

分の税額算定の基礎となる所得を基に、改正前の基準額、改正後の基準額で、それぞれ税

額を試算して比較した場合、これにつきましては５割軽減、２割軽減、いずれも適用世帯

数、税収に増減はございませんでした。以上でございます。 

○議長（小玉博崇君） 村上議員よろしいでしょうか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第27号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第27号、新十津川町国民健康保険税条例の一部改正については、原案

のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議案第53号の上程、説明 

○議長（小玉博崇君） 日程第28、議案第53号、令和８年度新十津川町一般会計補正予算

第３号を議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 
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 町長。 

〔町長 谷口秀樹君登壇〕 

○町長（谷口秀樹君） ただいま上程をいただきました議案第53号、令和８年度新十津川

町一般会計補正予算第３号。 

 令和８年度新十津川町一般会計補正予算第３号は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ330万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ85億537万２千円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 なお、３ページから７ページまでが第１表歳入歳出予算補正ですので、お目通しをお願

いをいたします。 

 続きまして、補正の内容について説明を申し上げます。 

 初めに、この度の補正の概要でございますが、町内花月区と浦臼境にございます下徳富

第２排水機場の排水ポンプを駆動するエンジンが不調をきたし、その修繕において予算が

不足する状況になったことから、これを補正したいとするものでございます。 

 それでは、補正の内容につきまして、歳入歳出予算補正事項別明細書により、歳出から

ご説明申し上げますので、14、15ページをお開きください。 

 ９款１項２目水防費。補正額330万円。財源は、その他財源として、下徳富第２排水機

場管理費負担金79万２千円で、本町と浦臼町それぞれの受益面積で算出した浦臼町の割合

24パーセントの負担金でございます。その他は、一般財源でございます。 

 補正の内容を申し上げます。 

 番号５番、下徳富第２排水機場管理事業330万円は、下徳富第２排水機場の排水ポンプ

を駆動するエンジンの修理費用を計上したいとするものでございます。 

 この排水機場には３基のエンジン付き排水ポンプを備えております。このうち１台のエ

ンジンに不具合が生じ、保守点検業者において確認したところ、このエンジンの６個ある

シリンダーのうち５番シリンダーで燃料噴射系の不具合が判明いたしました。修繕のため

には、エンジンのカバー類を外し、燃料噴射系基金の調整を行う必要があり、パッキン類

などの部品納入に約１か月を要することから、本格的な出水期を迎えるに当たり万全を期

すため、この度、既定の予算において不足となる需用費、修繕料について予算補正したい

とするものでございます。 

 次に、歳入でございます。 

 歳入は、10ページから13ページまでとなっておりますが、特定財源につきましては、歳

出のところで説明しましたので、一般財源について説明させていただきます。 

 12ページ、13ページをお開きください。 

 20款１項１目繰越金。番号１番、前年度繰越金250万８千円は、令和７年度会計からの

繰越金の一部を補正財源として計上するものでございます。 

 以上申し上げまして、一般会計補正予算第３号の内容説明とさせていただきます。議決

賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（小玉博崇君） 以上で、議案第53号について、提案理由並びに内容の説明を終わ
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ります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」という人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」という人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第53号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」という人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第53号、令和８年度新十津川町一般会計補正予算第３号は、原案のと

おり可決されました。 

                                       

     ◎発議第２号の上程、説明、質疑、討論及び採決 

○議長（小玉博崇君） 日程第29、発議第２号、ゼロカーボン北海道の実現に資する森

林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書を議題といたします。 

 提案者の提案理由並びに内容の説明を求めます。 

 １番、村上敏晃議員。 

〔経済文教常任委員長 村上敏晃議員登壇〕 

○経済文教常任委員長（村上敏晃君） ただいま上程いただきました発議第２号について

ご説明申し上げます。 

 この議案の提出者は、私、村上敏晃、賛成者は、深瀬美奈子議員、西内陽美議員、樋坂

里子議員、鈴井康裕議員でございます。 

 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意

見書。 

 このことについて、地方自治法第112条及び新十津川町議会会議規則第14条の規定によ

り裏面のとおり提出いたします。 

 裏面をご覧ください。朗読を持って説明に代えさせていただきます。 

 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意

見書。 

 北海道の森林は、全国の森林面積のおよそ４分の１を占め、地球温暖化防止や国土の保

全、林産物の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮さ

せるためには、森林資源の循環利用を進める必要がある。 

 全国一の森林資源を有する北海道は、2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、伐

採後の着実な植林による森林の若返りや長期間炭素を固定する木材利用の促進、化石燃料
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の代替となる木質バイオマスの利用促進など森林吸収源対策を積極的に推進する責務を

担っている。 

 当町をはじめ、道内各地域では、森林資源の循環利用に向けて、森林整備事業や治山事

業など国の事業を活用し、植林・間伐や路網の整備、優良種苗の安定供給、山地災害の防

止、木造建築物の整備、森林づくりを担う人材の育成など、様々な取組を進めてきたとこ

ろである。 

 北海道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負荷の少ない循環型社会の形成に貢献

するためには、活力ある森林づくりや北海道産木材の利用、防災・減災対策を一層進め、

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を図ることが

必要である。 

 よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。 

 １、地球温暖化や山地災害の防止など森林の多面的機能の持続的な発揮に向けて、伐採

後の着実な植林や適切な間伐、路網の整備や、「国土強靱化実施中期計画」に基づく防

災・減災対策の推進について、物価や人件費の高騰も考慮し、必要な予算を十分に確保す

るとともに、森林の保全と適正な利用に向けた取組を進めること。 

 ２、森林資源の循環利用を推進するため、優良種苗の安定供給、鳥獣害・病虫害などの

森林被害対策、ＡＩ技術やＩＣＴ等を活用したスマート林業の推進、木材加工・流通体制

の強化、建築物の木造・木質化や木質バイオマスの熱利用の促進などによる北海道産木材

の需要拡大、外国人材も含めた森林づくりを担う多様な人材の育成・確保などに必要な支

援を充実・強化すること。 

 以上、地方自治法第99条の規定により提出する。 

 令和８年６月12日。北海道樺戸郡新十津川町議会議長、小玉博崇。 

 提出先につきましては、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

文部科学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣。以上

でございます。 

 議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（小玉博崇君） 提案者の提案理由並びに内容の説明を終わります。 

 ただちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第２号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第２号、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施

策の充実・強化を求める意見書は、原案のとおり可決されました。 

                                       

     ◎議員の派遣について 

○議長（小玉博崇君） 日程第30、議員の派遣についてを議題といたします。 

 事務局長より、内容の説明をさせます。 

 議会事務局長。 

○議会事務局長（坂下佳則君） それでは、議員の派遣についてご説明申し上げます。 

 研修会につきましては、２件でございます。 

 一つ目は、北海道町村議会議長会主催の議員研修会です。日程は７月２日、場所は札幌

市で、派遣議員は全議員でございます。経費につきましては、概算で10万８千円でござい

ます。 

 二つ目は、空知町村議会議長会主催の議員研修会です。日程は７月15日、場所は長沼町

で、派遣議員は全議員でございます。経費につきましては、概算で８万６千円でございま

す。 

 以上、議員の派遣についての内容説明とさせていただきます。 

○議長（小玉博崇君） ただいま議会事務局長より説明のあったとおり、派遣することに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、新十津川町議会会議規則第129条の規定により、派遣することに決定いた

しました。 

                                       

     ◎閉会中委員会所管事務調査申し出について 

○議長（小玉博崇君） 日程第31、閉会中委員会所管事務調査申し出についてを議題とい

たします。 

 本件につきましては、皆さんのお手元にお配りしてございますが、それぞれの常任委員

会及び議会運営委員会から、地方自治法第109条第８項及び新十津川町議会会議規則第75

条の規定に基づき申し出がございますので、これを許可することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小玉博崇君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本件につきましては、申し出のとおり許可することに決定いたしました。 

                                       

     ◎閉議の宣告 

○議長（小玉博崇君） 以上をもちまして、本定例会に付議された議件は、すべて議了い

たしました。 

 会議を閉じます。 

                                       

     ◎閉会の宣告 
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○議長（小玉博崇君） 令和８年第２回新十津川町議会定例会を閉会いたします。 

 皆さん、大変お疲れさまでした。 

（午前11時34分） 
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